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イヌナキンとキン肉
マンが友情タッグ!

!

©ゆでたまご／泉佐野市
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記念ラッピングラピートが登場!!

記念ラッピングラピートが登場!!

問
合
先　

成
長
戦
略
室

イヌナキンのデザインをリライトしていただいた
キン肉マンの作者、ゆでたまご先生（右・嶋田隆
司先生、左・中井義則先生）が車体にサイン▶

　３月31日㈰、南海線「難波」駅ホームにおいて「泉佐野市70周年×キン肉
マン40周年 友情タッグラピート」の入魂式が行われました。
　先頭車両は、犬鳴山七宝瀧寺などの観光スポ ットや、玉ねぎ 、水なす、キャ
ベ ツ、泉州タオルといった泉佐野市の特産品を背景に、新たにゆで たまご 先
生に描き下ろしていただいたイヌナキンとキン肉マンの雄姿が 大きく配置さ
れ、中間車両には「キン肉マン」の作品に登場した主要なキャラクターが原
作のシリーズ 順に並び、40周年の歴史を振り返るデ ザ インとなっています。
　この友情タッグラピートは、3月23日から約1年間、難波駅と関西空港駅間
を走行します。イヌナキンとキン肉マンがタッグを組んだ特別ラッピング車
両を、ぜひこの機会にご覧ください。
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公益財団法人 日本消防協会　特別表彰「まとい」を受章！
　平成31年3月5日に挙行されました、第71回日本消防協会定例表彰式におい
て、泉佐野市消防団が特別表彰「まとい」を受章しました。
　特別表彰「まとい」は、日本消防協会表彰規程に定められている中で最高位の
表彰であり、毎年、全国で約2,300ある消防団の中から10年以上の期間にわたっ
て抜群の成績を維持し他の模範であると認められた10の消防団に授与されるも
ので、たいへん貴重で栄誉な表彰です。
【消防団の歴史】｠　消防団の歴史は享保3（1718）年、8代将軍吉宗が大岡越前
守忠相と大火対策を協議し、町人による「町火消」を編成させたことが始まり
とされています。明治5（1872）年に、明治維新に伴い町火消は「消防組」に
改組。昭和14（1939）年、勅令「警防団令」により消防組は「警防団」と名称
を変え、防空監視や空襲爆撃下の救護活動の任務も担うようになりました。昭
和22（1947）年、勅令「消防団令」により警防団という戦時体制から「消防団」
として再出発することになりました。
【消防団の組織】　消防団は、消防本部、消防署と並んで市町村の責務として消防
組織法第9条により設置されているもので、全国で約86万人（消防職員は約16
万人）の消防団員が活動しています。
【泉佐野市消防団】　泉佐野市消防団は、昭和23年公設消防の設置に伴い解散（当時、西・東・旭・北中・西出
分団の5分団）しましたが、昭和29年に泉南郡南中通村、日根野村、長滝村、上之郷村、大土村の５村が泉佐

野市と合併した際に消防団を残すことが決定し、各村に設置されていた消防団
を統合して泉佐野市消防団を再結成し各村の消防団を分団と位置付けたもので、
文化12（1815）年に鋳造された半鐘が残されていることから、町火消の時代
から組織されていたことがうかがえます。
　現在の泉佐野市消防団は、社会情勢の変化や災害模様の変化に対応するため、
5分団の他、平成27年4月に女性だけで構成された女性分団、平成30年4月に市
役所職員だけで構成された機能別消防団 市役所分団を加え、7分団170人（条
例定数）の体制で消防本部・消防署とともに、火災をはじめとする各種災害対
応にあたっています。 

防災特集
問合先　自治振興課 危機管理室

被災者生活再建支援金を支給します
　昨年の台風第21号で、居住する住宅が全壊するなど生活基
盤に著しい被害を受けた世帯に対し、泉佐野市被災者生活再
建支援金を支給し、生活の再建を支援します。なお、被害認
定調査の結果に基づき対象者には、申請書などを送付します。
対象　下記のいずれかに該当する世帯
（一部損壊世帯は対象になりません。）
①住宅が全壊した世帯
②住宅が大規模半壊した世帯
③住宅が半壊し、倒壊防止などのやむを得ない事由により住
宅を解体した世帯
④敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず解体した世帯
支給額

区　分
（A）基礎支援金 （B）加算支援金 計（A＋B）

（＊ 1）住宅の被害の程度 住宅の再建方法
全壊世帯
（＊ 2） 100万円 建設・購入200万円 300万円

補修100万円 200万円

大規模半壊世帯 50万円 建設・購入200万円 250万円
補修100万円 150万円

（＊1）世帯人数が１人の場合は、各支給額に４分の３を乗じ
た額を支給します。
（＊2）住宅が「半壊」または「大規模半壊」の認定を受け、
あるいは住宅の敷地に被害が生じるなどして、そのままにし
ておくと非常に危険である、修理にかかる費用が著しく高額
などのやむを得ない理由で住宅を解体した場合には、「全壊」
と同等の支援が受けられます。
申請　（A）基礎支援金　10月31日㈭まで
　　　（B）加算支援金　来年3月31 日㈫まで

　防災行政無線放送が
聞こえなかったら!?　

　災害情報は、防災行政無線の屋外スピーカー
からの放送以外に次の方法で確認できます。
①自動電話案内サービス
　☎479-3710に電話をかけ放送内容を聞く
②ホームページ
　市役所のホームページのトップページ左上
のバナー 「防災行政無線放送」をクリック
③登録制メール
●事前にメールアドレスを登録し災害情報
のメールを受け取る
●左のQRコードを読み取り、
空メールを送って登録
※返信が無い場合は izumisano
-city@raiden2.ktaiwork.jp か
らのメールを受け取れるように
設定してください。
④ツイッター
泉佐野市防災情報（公式）Twitter（＠Izu

misano_Bosai）を確認する
⑤J:COM防災情報サービス
　J:COMと契約し、防災情報
サービス用端末で放送を聞く
⑥ファックス
　ファックスで災害情報を受け取る
※自宅ファックスへの災害情報送信を希望
する人は、自治振興課 危機管理室へ申し込
んでください。

▼QRコード
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　毎年たくさんの桜が咲き誇るエブノ泉の森ホール周辺で
は、今年は市制施行70周年記念イベントの「第59回 全日本花
いっぱい泉佐野大会」(4月6日㈯)やそのプレイベントとして
「C10泉佐野カレーサミット」（3月30日㈯・31日㈰）、そして
恒例の（一財）泉佐野市文化振興財団が主催の「泉の森さくら
フェスタ2019」（4月7日㈰）も開催されました。今年は天候に
も恵まれ、さらに桜の開花がぴったりのタイミングで、どのイ
ベントもたくさんの人で賑わっていました。

C10C10泉佐野泉佐野カレーサミットカレーサミット 第59回 全日本花いっぱい泉佐野大会第59回 全日本花いっぱい泉佐野大会

泉の森さくらフェスタ2019泉の森さくらフェスタ2019

今年も泉の森は今年も泉の森は

花いっぱいでした！花いっぱいでした！
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第5次泉佐野市総合計画が策定されました
　平成31年3月市議会において第5次泉佐野市総合計画基本構想（案）が可決されました。
　第5次泉佐野市総合計画では、「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野 ーひとを支え ひとを創り 賑わい
を創るー」を将来像とし、関西国際空港の玄関都市として「国際化」を中心に踏まえ、第４次総合計
画の考え方を発展させ、「国際都市」として国内外から来られる人だけではなく、住まれている人そ
のものも国際化していくことを一つの特徴ととらえて表現しています。
　また、将来像の実現に向けて、次の7つの政策に基づき、本市の特性を生かしたこの先の10年間を
見据えたものとして基本方向を構成しています。
【7つの基本方向（政策）】
①地域の強みを生かし、賑わいを創り出すまちづくり（活力・賑わい）
②ひとを豊かに育むまちづくり（子育て・教育）
③市民と協働し、すべてのひとが輝けるまちづくり（自律・協働・多様性）
④すこやかで、ひとがつながり支え合うまちづくり（支え合い・福祉・健康）
⑤安全でひとと環境にやさしいまちづくり（安全・防災・環境）
⑥快適で住みやすいまちづくり（快適・憩い・生活基盤）
⑦総合計画の実現に向けて
※第5次泉佐野市総合計画の詳細については、ホームページをご覧ください。なお、第5次泉佐野市
総合計画の冊子としての出来上がりは10月頃を予定し、冊子データをホームページで公表します。
問合先　政策推進課 

5月1日より元号が「平成」から「令和」に改元
改元に伴う文書の取扱について

　市が発送する文書の日付の表記は、原則として元号を使用しています。
　5月1日の元号を改める政令の施行により、市が発送する文書は、新元号の「令和（れいわ）」で表記するこ
とになりますが、事務処理の時期の関係で納期限など、一部の文書に旧元号「平成」を表記したものが届く場
合があります。
　この場合は、法律上の効果に影響がないことから新元号に相当する日付に読み替えていただきますようお願
いします。
※４月末日までに市が発送した文書も同様に、５月１日以降の日付の読み替えをお願いします。
問合先　総務課

新元号への改元に便乗した消費者トラブルにご注意ください！
泉佐野市消費生活センター（☎469-2240）
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特認校の見学会に参加しませんか
問合先　学校教育課

「基幹包括支援センターいずみさの」を開設しました｠
　市では4月1日から、泉佐野市社会福祉協議会に委託して、「基幹包括支援センターいずみさの」を開設し ました。｠
　「基幹包括支援センターいずみさの」は、介護、認知症、障害、権利擁護、生活困窮など福祉に関する総合相
談窓口です。これまでの地域包括支援センター、基幹相談支援センター、権利擁護支援センターを統合し、生
活困窮者自立相談支援機能を追加して、複合的な福祉ニーズにも対応できるように設置するものです。
　生活上のお困りごとがあれば、先ずは相談してください。｠
時間 　月～金曜日の午前8時45分～午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始除く）
場所 　中庄1102番地（社会福祉センター 1階）
対象　市内在住者
問合先　 基幹包括支援センターいずみさの（☎464-2977 Fax462-5400）

 佐野台小学校
　体力向上を推進し、楽しみながら体力の向上
が図れるよう工夫するとともに、「陸上競技」を
中心に子どもたちの「走」「跳」「投」の運動能
力を高める活動を行います。
日時　6月22日㈯ 午前9時40分～10時25分
定員　30組（申込多数の場合は抽選）
申込・問合先　6月10日㈪（必着）までに、往
復ハガキの往信用に住所、参加する保護者と子
どもの氏名・年齢、連絡先を、返信用に住所、保
護者の氏名を記入し、〒598-0074 東佐野台
1-1 佐野台小
学校（☎464-
0935 Fax464-
0900）へ

大木小学校
 ホタル鑑賞＆校舎見学会

　豊かな自然に囲まれた小学校！ホタルの舞い！
日時　6月7日㈮ 午後7時20分～ 8時30分（予定）
※雨天時は校舎見学会のみ（小雨決行）
場所　大木小学校 体育館
定員　20組（申込多数の場合は抽選）
申込・問合先　5月25日㈯（必着）までに往復ハガ
キの往信用に住所、参加する保護者と子どもの氏名・
年齢、連絡先を、返信用に住所、保護者の氏名を記入
し、〒598-0023 大木1443 大木小学校（☎459-7344 
Fax459-7346）へ
※サマースクール
（はんごうすいさ
んと川遊び）は7
月20日㈯に開催
予定

いずみさの・たじりコミュニティバスの運行が始まります
　5月13日㈪から田尻町との共同運行により新たに「 いずみさの・たじりコミュニティバス」の運行が始まり
ます。オレンジとピンクの色合いに「イヌナキン」と「たじりっち」をあしらったバスにより、南海「泉佐野」
駅からりんくう総合医療センターを経て、田尻町内を一周した後、南海「羽倉崎」駅、健康増進センター、そ
してもう一度りんくう総合医療センターを経由し南海「泉佐野」駅に戻るルートでの運行となります。
　運賃は無料です。詳しくは、ホームページなどで時刻表をご覧ください。みなさんのご利用をお待ちしてい
ます。
問合先　道路公園課

　特色ある教育活動を展開している小学校（第三・佐野台・大木）を特認校として、市内全域から児童の登
校が可能となっています。学校見学会などを開催しますので、参加してください。 学校見学・学校説明会は、
10月19日㈯に開催予定です。
対象　本校に転・入学を検討している市内の小学生以下の子どもと保護者
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学
校
・
１
中
学
校
の
プ
ー

ル
整
備
事
業
と
４
小
学
校
・
２
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
整
備
事
業
、「
自
立
・
協
働
・
多
様
性
」
で
は
、

上
之
郷
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、「
安
全
・
防

災
・
環
境
」
で
は
平
成
30
年
度
の
台
風
21
号
に
よ

り
家
屋
被
害
（
全
壊
な
ど
）
を
受
け
た
市
民
に
対

し
て
早
期
再
建
を
図
る
た
め
の
被
災
者
支
援
事
業

な
ど
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
健
全
化
で
は
、
中
期
財
政
計
画
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

地
方
債
残
高
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
財
政
基
盤
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一般会計 歳入
516億9,062万円

諸収入
 15億4,556万円 （3.0％）

使用料および手数料・分担金および使用料および手数料・分担金および
負担金・繰入金・財産収入・寄附金負担金・繰入金・財産収入・寄附金
 112億7,039万円（21.8％） 112億7,039万円（21.8％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
 42億9,757万円（8.3％） 42億9,757万円（8.3％）

市債 市債 
  32億32億 810万円  （6.2％）万円  （6.2％）

市税市税
 208億9,067万円 208億9,067万円
 （40.4％） （40.4％）

国・府支出金国・府支出金
 104億7,833万円（20.3％） 104億7,833万円（20.3％）

一般会計 歳出
516億9,062万円
（目的別） 

一般会計 歳出
516億9,062万円
（性質別） 

繰出金
  62億7,263万円（12.1％）62億7,263万円（12.1％）

公債費公債費 
50億 657万円  （9.7％）（9.7％）

人件費人件費
 55億8,625万円  （10.8％） （10.8％）

積立金
 31億5,352万円（6.1％）

貸付金・維持補修費・予備費
 13億2,640万円（2.6％）

扶助費扶助費
  115億2,076万円115億2,076万円
  （22.3％）  （22.3％）

物件費物件費
 75億8,196万円  75億8,196万円 
（14.6％）（14.6％）

補助費等
 69億6,807万円  69億6,807万円 
　　　　（13.5％）　　　　（13.5％）

公債費公債費
 50億 50億 657万円（9.7％）万円（9.7％）

教育教育費
 42億9,513万円（8.3％）

消防費
 13億6,696万円（2.6％）

議会費
 2億6,651万円（0.5％）

普通建設事業費
 42億7,446万円（8.3％）

諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・
商工費・商工費・労働費・予備費労働費・予備費
 41億5,450万円（8.1％） 41億5,450万円（8.1％）

民生費民生費
 181億 181億
4,290万円4,290万円
  （35.1％）  （35.1％）

衛生費衛生費
52億8,616万円 （10.2％）52億8,616万円 （10.2％）

土木費費
  48億7,305万円 （9.4％）48億7,305万円 （9.4％）

総務費総務費
 82億9,884万円 82億9,884万円 
 （16.1％） （16.1％）

会 計 名 平成31年度（万円）平成30年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 516億9,062 563億　389 △46億1,327 91.8 
繰上償還および借換債除く（＊1・2） 514億5,222 541億5,949 △27億　727 95.0 

国民健康保険事業特別会計 108億　870 113億1,208 △5億　338 95.6
下水道事業特別会計 57億9,391 72億2,092 △14億2,701 80.2 
前年度繰上充用金および借換債除く（＊2・3） 54億6,391 51億4,832 3億1,559 106.1 

公共用地先行取得事業特別会計 7億6,185 17億5,775 △9億9,590 43.3 
繰上償還除く（＊1） 7億6,185 6億2,875 1億3,310 121.2 

介護保険事業特別会計 87億3,596 86億3,231 1億　365 101.2
後期高齢者医療事業特別会計 12億3,932 11億6,851 7,081 106.1 
病院事業債管理特別会計 23億3,972 24億　897 △6,925 97.1 
りんくう公園事業特別会計 8億6,813 6億5,448 2億1,365 132.6
水道事業会計 43億5,254  56億3,253  △12億7,999 77.3 

合　　　　計 865億9,075 950億9,144 △85億　  69 91.1

各

会

計

予

算

（＊1）繰上償還…利子負担軽減のために償還を繰り上げて行うもの
（＊2）借換債…満期時に一部を借り換えするもの（＊3）前年度繰上充用金…前年度の赤字見込額
※（＊1）、（＊2）、（＊3）を除いたものが実質的な予算規模になります。

平成31（令和元）年度 一般会計予算の特徴

　平成31（令和元）　平成31（令和元）年年度当初予算度当初予算
総額 865億9,075万円　総額 865億9,075万円　

一般会計歳入・歳出の内訳
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学 校 園 紹 介

子
ど
も
が
集
ま
る
、
学
び
を
広
げ
る
「
学
校
図
書
館
」
に
向
け
て

　本校では、学校の教育目標のもと、学校の研究部という
組織を核に「豊かな心と確かな学力 ～自ら考え、伝え合
う力の育成(国語科)～」という研究主題を設定し、日々の
授業もその研究主題に沿って研究活動を進めています。
　日々の授業を充実させるためにクラス・学年の子どもた
ちの学習の様子や行動の実態を把握し、その上でどんな授
業をしていけば子どもたちの力になるのかを研究し、毎日
授業に取り組んでいます。
　そして、その検証や教員自身の指導力向上のために各学
年が年に1回ずつ計6回の「研究授業」を行います。
①その授業でどんな力をつけようとするのか（目標やねらい）
②今の子どもたちの現状や実態はどうなのか（児童観）
③その子どもたちにどんな教材を与え、その教材にはどん
な教えるべき内容があるのか（教材観）
④それをどのような方法で教えるのか（指導観）
⑤こんな発問（学習内容に関わる子どもたちへの問い・質
問）をすれば、子どもたちはどんな表現（意見・発言・手
を挙げる・難しすぎるなど）をするのか
⑥どの場面で一人で（グループで）考える・発表するか
⑦黒板に書く内容（板書）をどうするか、それは適切だったか
　このようなことを常に考え、授業に臨んでいます。特に
「研究授業」では、これらのことを全教職員で授業観察し、
授業後の研究討議会で意見を出し合い検証し研究を深め
ています。そのため、全教職員が研究授業や研究協議会に
参加できるように、本校では「研究授業」の日、当該学年
は5時間目に研究授業を行い、それ以外の学年は午後から
下校します。
　このような機会に教員自
らの授業・指導のあり方を
振り返り、日々の授業がよ
りよいものになるように、
めざすべき授業の構築に向
けて研究しています。

　上之郷小学校では、平成30年度から大阪府の「確かな
学びを育む学校づくり推進事業（TM事業）」の研究指定
を受け、新しい時代に必要となる資質・能力を育成する取
組、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業につい
ての研究を進めています。
　「文章を正確に読み取る力」「自分の考えをまとめる力」
「説明する力」の3つの力を高めることを目標とし、その
ためにすべてのクラスで、授業の中で「めあて・まとめ・
ふりかえり」の時間を確保するとともに、子どもたちに3
つの力を意識させるために、その中から1つを1時間の授
業の中でつけたい力として示しています。また、自分の考
えをノートにまとめ、ペア・グループ学習の時には自分の
ことばで相手に伝え、深め合う機会を作るなど、子ども
たちが主体的・意欲的に取り組める授業となるよう実践・
研究しています。
　さらに、大阪府が学力やコミュニケーション力の基礎と
なる言葉の力を子どもたちが確実に身につけられるよう
作成した教材「ことばのちから」を朝の学習の時間や国語
の時間に活用しています。
　上之郷小学校は、学校教育目標「豊かな心とたくましい
体を育み、主体的に学び判断し実践できる子どもの育成」
のため、今後とも全教職員で取り組んでまいります。

問合先
学校教育課

本校の研究活動「研究授業って？」
～中央小学校～

確かな学びを育む学校づくり
～上之郷小学校～

　

２
０
１
６
年
は「
学
校
図
書
館
年
」

と
さ
れ
、
世
界
の
関
係
者
が
学
校
図

書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
う

国
際
的
な
大
会
が
、
初
め
て
日
本
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
４

年
か
ら
は
、
学
校
司
書
が
新
た
に
法

制
化
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
図
書
館
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
関
心
が
集

ま
っ
て
数
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
で
は
、
学
校
図
書
館
と
は
ど
ん

な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
。

　

学
校
図
書
館
は
、「
読
書
セ
ン

タ
ー
」「
学
習
セ
ン
タ
ー
」「
情
報
セ

ン
タ
ー
」
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。「
読
書
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
の
学
校
図
書
館
活
用
は
、
読
む
力

や
人
間
性
を
育
み
ま
す
。
読
書
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
、
語
彙
や
表

現
力
を
豊
か
に
し
、
他
の
価
値
観
と

出
合
い
、
思
考
力
や
表
現
力
を
高
め

ま
す
。「
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

は
、
図
書
館
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
授
業
が
豊
か
に
な
り
、
深
ま
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
に
関
連
し
た
資
料
を
探
し
た

り
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
り
す
る
活
動

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
奥
行
き

を
与
え
、
主
体
的
で
深
い
学
び
を
促

し
ま
す
。
さ
ら
に「
情
報
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
学
校
図
書
館
活
用
を
も
と

に
し
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
様
々
な
教
科
の
調
べ

学
習
な
ど
を
通
し
て
、
何
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
必
要

な
情
報
を
収
集
分
析
し
て
自
分
の
判

断
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
も
と
に
行

動
で
き
る
力
を
子
ど
も
た
ち
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
に
お
い
て
も
、
学
校
図

書
館
司
書
教
諭
の
免
許
を
持
つ
教
員

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
学
校
司
書
も
各

校
へ
週
１
〜
２
回
来
校
し
学
校
図
書

館
の
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
各
校
で
は
、
読
書
週
間
に
図
書

委
員
や
教
員
の
お
す
す
め
本
を
紹
介

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ポ
ッ
プ
を

作
っ
て
本
の
魅
力
を
伝
え
た
り
、
た

く
さ
ん
本
を
読
ん
だ
子
ど
も
に
は
、

し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
表
彰
す
る

な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
人
が

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。授
業
に
お
い
て
も
、

百
科
事
典
に
触
れ
さ
せ
索
引
を
使
っ

て
知
り
た
い
こ
と
を
調
べ
る
活
動
を

行
っ
た
り
、
社
会
見
学
へ
行
く
前
に

は
そ
の
施
設
に
関
連
し
た
こ
と
を
調

べ
る
な
ど
、
図
書
館
を
活
用
し
た
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
、
積
極
的
に
学
び
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
学
校
図
書
館
に
向
け

て
、
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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月
の
月
の
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月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

5

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

稲
倉
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
稲
倉
青
少
年
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
、
指
定
管
理

者
か
ら
市
の
直
営
に
変
わ
り
ま
し
た
。

問
合
先　

青
少
年
課

（
☎
４
６
９
・
１
１
０
６
） 

５
月
11     
日
〜
20
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機

に
、
常
日
頃
か
ら
ル
ー
ル
を
守
り
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、加
害
者
・

被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
交

通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
今
回

の
重
点
は
次
の
５
項
目
で
す
。

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

防
止
…
高
齢
運
転
者
は
ゆ
と
り
の
あ

る
運
転
を
心
が
け
、
加
齢
な
ど
に
伴

う
身
体
能
力
の
変
化
を
感
じ
た
ら
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
…

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
活
用

し
、
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全

確
認
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
な
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用
、
二

人
乗
り
、
傘
差
し
運
転
な
ど
の
危
険

な
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
…
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、

子
ど
も
の
年
齢
や
体
格
に
あ
っ
た
も

の
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶
…
ド
ラ
イ
バ
ー

は
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら

飲
む
な
」
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

●
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
…
二
輪

車
運
転
者
は
、
安
全
な
速
度
で
走
行

し
、
交
差
点
で
は
一
時
停
止
す
る
な

ど
必
ず
左
右
の
安
全
確
認
を
し
、
直

進
す
る
際
は
、
対
向
車
の
動
き
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

道
路
公
園
課

５
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」

　

造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な
積
み

方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し
い
崖

面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ

り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ

た
ん
起
こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き

に
は
尊
い
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る

災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災

害
を
な
く
す
た
め
、
府
や
市
、
消
防

署
や
警
察
署
、
関
係
機
関
な
ど
が
協

力
し
宅
地
防
災
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
宅
地
造
成
地

や
土
砂
採
取
地
な
ど
の
安
全
性
な
ど

を
点
検
・
指
導
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
造
成
事
業
者
や
設
計
者
な
ど

を
対
象
に
宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術

研
修
会
を
5
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
必
要
な

と
き
は
早
急
に
適
切
な
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
石
垣
、
擁
壁
に
亀
裂
な
ど
が
入
っ

て
い
な
い
か
、
水
が
し
み
出
し
て
い

な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

●
地
盤
が
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
用
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ
ま
っ

て
い
な
い
か

※
詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
発
行

の｢
石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

相
談
・
問
合
先

●
都
市
計
画
課
（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

駅
ビ
ル
東
棟
2
階 

☎
４
４
７
・
８
１

２
４)

●
府 

審
査
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７
２
２
）

檀
波
羅
公
園
墓
地
使
用
の
み
な
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）

の
使
用
に
あ
た
り
、
左
記
の
事
項
が

生
じ
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
埋
葬
・
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■関空旅博2019 ～世界に一番近い旅の博覧会～
　5月18日㈯・19日㈰ 午前10時～午後5時の2日間、「関
空旅博2019」を開催します。「関空旅博」は関西国際空港
で毎年実施している西日本最大級の旅行イベントで、今年
で15回目を迎えます。会場では政府観光局、航空会社、旅
行会社などがブースを連ね、世界の文化、魅力を伝えます。
　今年はメインコンテンツとして、朝日放送テレビの土曜
朝の人気番組「朝だ！生です旅サラダ」のトークショース
テージを開催！そのほか海外航空券などが当たる抽選会
や、航空会社のオリジナルグッズなど貴重なアイテムが揃
う「KIXチャリティーマーケット」といった、例年実施し
ている定番コンテンツも実施します。
　入場料は無料となっておりますので、ぜひ、みなさんお
誘い合わせの上、関西国際空港へお越しください。期間中
は駐車場の混雑が予想されます。空港へお越しの際は、電
車やバスなどの公共
交通機関をご利用く
ださい。
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放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

放
火
は
、
た
ば
こ
や
コ
ン
ロ
に
よ

る
火
災
な
ど
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
起
き
る
失
火
と
異
な

り
、
人
が
火
を
つ
け
る
と
い
う
悪
意

を
持
っ
た
犯
罪
行
為
で
す
が
、
残
念

な
こ
と
に
毎
年
火
災
原
因
の
第
１
位

で
す
。 

放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
に
は
、

「
自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
「
放
火
さ
れ
な
い
・
放

火
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
」
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
隣
近
所
と
声
を

掛
け
あ
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
放
火

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
放
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

●
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い

●
門
や
通
用
口
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
ド
ア
は
必
ず
施
錠
す
る

●
照
明
器
具
な
ど
を
設
置
し
、
夜
間

も
家
の
ま
わ
り
を
明
る
く
す
る

●
郵
便
受
け
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
は
必

ず
屋
内
に
取
り
込
む

●
ご
み
は
指
定
の
収
集
日
に
出
す

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課

☎
４
６
９
・
０
８
８
６　

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９

泉
佐
野
市
で
の
新
婚
さ
ん
の

新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

平
成
31
年
３
月
以
降
に
入
籍
し
、

泉
佐
野
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
夫
婦

の
新
居
の
住
居
費
・
引
越
し
費
用
を

対
象
に
補
助
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り

ま
す
。
申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
件
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

５
月
15
日
㈬
以
降

に
子
育
て
支
援
課
へ

耐震診断費用・耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備えた住宅の耐震化へ、工事費などの一部を補
助します。　※事業開始は国および府の補助額確定後

問合先　都市計画課
　　　　（りんくうタウン駅ビル東棟2階 ☎447-8124)
※それぞれの受給には、条件がありますので事前に問い合わせて
ください。補助件数は、予算の範囲内となります。

補助金 対象 金額

耐震
診断

昭和56年5月31日以前に建築された木造
住宅（長屋、併用住宅および共同住宅を含
み、現に居住しているもの）で、耐震診
断技術者により耐震診断を実施するもの

耐震診断に要した費用
(1,000円/㎡を限度と
する)の10分の9で、1
戸当たり4万5千円限度

耐震
設計

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され、耐震診断の結果、耐震性
が不足している木造住宅（長屋、併用住
宅および共同住宅を含み、現に居住して
いるか、改修後、住もうとするもの。賃
貸住宅は除く）

詳しくはホームページ
をご覧ください。耐震

改修

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され耐震診断の結果、耐震性
が不足している木造住宅（長屋、併用
住宅および共同住宅を含み、現に居住
しているか、改修後、住もうとするもの。
賃貸住宅は除く）で、耐震設計を行っ
た後、改修することにより耐震性が確
保されること

住宅
改造

耐震改修補助による耐震改修工事と同
時に同一棟で実施する住宅リフォーム
工事

住宅
除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築され、耐震性が不足していると
判定された木造住宅（長屋、併用住宅お
よび共同住宅を含み、現に居住している
か、除却後、新築して住もうとするもの。
賃貸住宅は除く）。または、住宅改良法
に規定のある不良住宅であること

1戸（長屋、共同住宅
は1棟）当たり80万円
限度で、限度額未満の
場合はその額。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

　

応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
既
に
認

定
さ
れ
て
い
る
人
に
、
最
新
の
情
報

や
講
習
方
法
、
指
導
方
法
な
ど
に
つ

い
て
座
学
や
実
技
を
通
し
て
再
確
認

し
て
い
た
だ
く
講
習
会
で
す
。

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
。

こ
の
再
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
３
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈪ 

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

５

階
研
修
室
（
り
ん
く
う
往
来
北
１
番

地
の
20
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

●
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
既
に
認

定
さ
れ
て
い
る

●
当
消
防
組
合
管
内
（
泉
佐
野
市
、

泉
南
市
、
阪
南
市
、
熊
取
町
、
田
尻

町
、
岬
町
）
に
在
勤
し
、
自
身
の
所

属
す
る
事
業
所
な
ど
に
お
け
る
応
急

手
当
の
指
導
を
行
う
目
的
で
あ
る

申
込
・
問
合
先　

５
月
13
日
㈪
〜
20
日

㈪
の
平
日
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
泉
州
南
広
域
消
防

本
部 

警
備
課
（
☎
４
６
９・０
１
１
９ 

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
あ
と
④ 

Fax
４
６

０・
２
１
１
９
）
へ

※
受
講
無
料
。
人
工
呼
吸
用
携
帯
マ

ス
ク(

一
方
向
弁
付
呼
気
吹
き
込
み

用
具)

を
、
あ
ら
か
じ
め
ご
自
身
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
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児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

虐
待
を
引
き
起
こ
す
要
因
は
様
々

で
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

親
や
養
育
者
が
抱
え
る
事
情
が
い
く

つ
も
重
な
っ
て
起
こ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
親
や
養
育
者
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
未
然
防
止
や
改
善
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
保
護
者
の
虐
待
の
サ
イ

ン
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
電
話
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
虐
待
の
サ
イ
ン
】

●
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

●
子
ど
も
に
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の

あ
と
が
あ
る

●
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る

●
子
ど
も
が
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家

の
外
に
い
る

●
小
さ
い
子
ど
も
を
お
い
た
ま
ま
外

出
し
て
い
る

●
保
護
者
が
子
育
て
に
強
い
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る

相
談
電
話
番
号　

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

…
☎
１い
ち
は
や
く

８
９
番
（
24
時
間
対
応
）

●
家
庭
児
童
相
談
室
（
子
育
て
支
援

課
内
）
…
☎
４
６
３
・
１
９
３
７
（
月

〜
金
曜
日
〔
祝
日
、年
末
年
始
除
く
〕

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

問
合
先　

子
育
て
支
援
課

※
匿
名
で
も
可
能
で
す
。
連
絡
者
や

連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に

向
け
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

６
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯
に
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
（
大
阪
市
住
之
江
区

南
港
北
）
で
、
わ
が
国
初
の
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

37
の
国
や
機
関
が
参
加
し
、
各
国

代
表
団
、
報
道
・
政
府
関
係
者
な
ど
、

約
３
万
人
が
大
阪
・
関
西
を
訪
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
の
た
め
に
は
、

安
全
・
安
心
な
環
境
で
、
国
内
外
か

ら
の
来
訪
者
を
、
大
阪
・
関
西
が
一

丸
と
な
っ
て
迎
え
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　

６
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰
は
、
高
速

道
路
や
大
阪
市
内
を
中
心
に
、
長
時

間
・
大
規
模
な
交
通
規
制
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
交
通
量
を
平
日
通
常
時

の
50
％
に
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自

粛
、
業
務
用
車
両
の
運
行
調
整
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

２
０
１
９
年
Ｇ
20
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
関
西
推
進
協
力
協
議
会
（
☎

06
・
６
２
１
０
・
９
４
０
０
）

就
学
相
談
全
体
会

　

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、

子
ど
も
の
こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
㈭

●
小
学
校
：
午
後
２
時
〜　

●
中
学
校
：
午
後
３
時
30
分
〜　

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

内
容　

支
援
学
級
・
支
援
学
校
・
個

別
の
就
学
相
談
の
流
れ
な
ど

対
象　

来
春
、
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
年
齢
の
児
童
の
就
学
に
つ
い

て
、
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
申
込
不
要

海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

毎
年
春
先
か
ら
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
活
発
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
海
で

の
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
疲
れ

て
い
る
時
や
飲
酒
し
た
時
は
、
絶
対

に
海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊

ぶ
人
は
、
出
港
前
に
「
気
象
・
海
象

の
確
認
」「
機
関
の
点
検
」
を
確
実

に
行
う
と
と
も
に 

「
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
」
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
時
や
事

故
を
発
見
し
た
時
は
、
迷
わ
ず
・
素

早
く
「
１
１
８
番
」
へ
！

問
合
先　

舞
鶴
海
上
保
安
部

（
☎
０
７
７
３
・
７
６
・
４
１
２
０
）

泉
佐
野
市
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た

子
ど
も
見
守
り
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
達
の
登
下
校
時
間
に
お
け

る
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
を
目
的

に
、「
泉
佐
野
市
防
災
行
政
無
線
」

を
活
用
し
た
子
ど
も
見
守
り
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
し
ま
す
。

放
送
日　

５
月
20
日
㈪
以
降
の
毎
週

月
・
火
曜
日

時
間　

●
午
後
２
時
30
分
〜

●
午
後
３
時
30
分
〜

問
合
先　

学
校
教
育
課
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平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
の

保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、
２
年
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
被
保
険
者
均
等

割
額
５
１
，
４
９
１
円
、
所
得
割
率

９
．
90
％
に
よ
り
保
険
料
を
算
定
し

ま
す
。（
平
成
30
年
度
と
同
じ
）

■
保
険
料
の
軽
減

①
均
等
割
額
の
軽
減
…
世
帯
の
所
得

水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
被
保
険
者

均
等
割
額
（
５
１
，
４
９
１
円
）
が

下
表
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
本

則
７
割
軽
減
の
対
象
の
人
は
、
こ
れ

ま
で
更
に
上
乗
せ
し
て
軽
減（
8.5
割
、

９
割
）
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
31
年
度
か

ら
、
段
階
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の
軽
減
…

所 得 の 判 定 区 分 軽 減
割 合

均 等 割 額
（ 年 額 ）

【平成30年度における8.5割軽減の区分】同一世帯内の被保険者と
世帯主の総所得金額等が基礎控除額（33万円）を超えないとき 8.5割 7,723円

【平成30年度における9割軽減の区分】うち、当該世帯の被保険
者全員の各所得が0円であるとき（ただし、公的年金等控除額
は80万円として計算する）

8割 10,298円

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等が【基礎控除額（33
万円）+28万円×被保険者の数】を超えないとき 5割 25,745円

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等が【基礎控除額（33
万円）+51万円×被保険者の数】を超えないとき 2割 41,192円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合 

資
格
管
理
課
…(

☎
06
・
４

７
９
０・
２
０
２
８ 

Fax

 

06
・

４
７
９
０・
２
０
３
0
）

●
国
保
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

日
の
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康

保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
新
た
に
保

険
料
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
面
の
間
、
所
得
割
額
は
賦

課
さ
れ
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
間
は

均
等
割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
均

等
割
額
の
８
割
ま
た
は
8.5
割
軽
減
に

年間の保険料
（＊1）

被保険者均等割額
被保険者１人当たり

51,491円

所得割額
賦課のもととなる
所得金額（＊2）
×所得割率9.90％

= +

平成31年度の保険料の算定方法（大阪府）

（＊1）保険料の年額の限度額は62万円です。
（＊2）所得割額の算定にかかる賦課のもととなる所得金額は前年の総所得金
額および山林所得金額並びに他の所得と区分して計算される所得の金額（分
離課税として申告された株式の譲渡所得や配当所得・土地等の譲渡所得など）
の合計額から基礎控除額33万円を控除した額です。（雑損失の繰越控除額は
控除しません。）

該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入

し
て
い
た
人
は
対
象
外

③
留
意
事
項
…
軽
減
対
象
と
な
る
人

の
判
定
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
市
区
町
村
か
ら
提
供

さ
れ
た
所
得
情
報
に
基
づ
い
て
行
い

ま
す
の
で
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

か
ら
申
請
を
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
情
報
が
な

い
場
合
は
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
市
区
町
村
の
後
期
高
齢
者
医
療

担
当
窓
口
へ
の
簡
易
申
告
な
ど
が
必

要
で
す
。

■
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
と
納
め
方

①
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書

で
お
支
払
い
）の
人
…
本
年
７
月
に
、

平
成
31
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
に
か
か
る

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納

入
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、
口
座
振

替
や
納
付
書
（
納
入
通
知
書
）
の
方

法
に
よ
り
９
期
（
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
）で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
に
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
支
払
い
）

の
人
…
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円

以
上
の
人
は
、
原
則
年
６
回
の
年
金

受
給
日
に
、
そ
の
年
金
か
ら
直
接
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
仮
徴
収
（
平
成
30
年
中
の
所
得
が

確
定
す
る
ま
で
の
仮
納
付
：
４
・
６
・

８
月
）

・
平
成
31
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
支
払
っ
た
人
…
４
月
の
年
金

受
給
時
に
、
２
月
に
支
払
っ
た
金
額

と
同
額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
支
払
っ

て
い
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

保
険
料
額
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
６
・
８
月
分
は
、
４
月
分

と
同
額
が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が

判
断
す
れ
ば
仮
徴
収
額
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
変

更
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
30
年
度
は
普
通
徴
収
で
、
４
・

６
・
８
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
人
…
平
成
30
年
度
の
保

険
料
額
を
も
と
に
仮
徴
収
額
を
決
定

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
事
前
に
「
保

険
料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」と「
納

入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
普
通
徴

収（
口
座
振
替
や
納
付
書
）で
支
払
っ

て
い
た
だ
く
人
は
、
仮
徴
収
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
確
定
後
の
特
別
徴
収

　

平
成
31
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
確
定
後
の
10
月
以
降
、
引
き

続
き
ま
た
は
新
た
に
特
別
徴
収
と
な

る
人
は
、
７
月
に
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」と「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」

の
一
体
型
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

10
・
12
・
２
月
の
年
金
受
給
時
に
、

平
成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収

な
ど
に
よ
り
既
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
金
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
支
払

回
数
に
振
り
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
、
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
（
土
地
・
家
屋
、償
却
資
産
）】

　

土
地・家
屋
を
所
有
の
人
は
、面
積
、

評
価
額
、
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
課

税
資
産
明
細
書
も
添
付
し
て
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
た
「
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）」

は
、
検
査
受
け
時
に
使
え
ま
す
の
で
、

検
査
証
と
一
緒
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
人
に
は
、
振
替
終

了
後
に
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
税
証
明
書
欄
に
「
＊
」
が
入
っ

て
い
る
も
の
、
金
融
機
関
な
ど
の
領

収
印
が
な
い
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
税
務
課
で
納
税
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

減免制度
【固定資産税】収入が少ない高齢者などが所
有する居住用資産（土地・家屋）のうち、
一定の要件を満たすものに減免制度があり
ます。詳しくは広報4月号をご覧ください。
申請期限　納期限（今年度第1期分は5月31
日㈮まで）
必要なもの　平成31年度納税通知書、印鑑、
「個人番号カード」または「本人確認書類（通
知カードと運転免許証など）」
【軽自動車税】次の軽自動車などには減免制
度があります。
●身体などに障害を有する人が所有している
●生計を同じくする人が所有し、身体などに
障害を有する人のために使用している
●専ら身体障害者などの利用に供するため
の構造のもの
申請期限　5月31日㈮
必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、運転
免許証、「個人番号カード」または「本人確
認書類（通知カードと運転免許証など）」
※番号法施行に伴い、各々の減免申請書に
「個人番号」（マイナンバー）の記載が必要
です。

 　

税問
合
先　

税
務
課

固
定
資
産
税

よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
ま
す

Ｑ
．
今
年
、
固
定
資
産
税
が
急
に
高

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
？ 

Ａ
．
昨
年
度
と
比
べ
て
税
額
が
高
く

な
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
よ
く
あ
る
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
家
屋
の
新
築
後
何
年
か
経
っ
て
、

新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
の
適
用
期
間

が
切
れ
た
場
合
（
軽
減
期
間
：
一
般

住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

は
新
築
後
５
年
度
分
）

　

口
座
振
替
で
納
め
る
人
に
は
金

融
機
関
か
ら
の
口
座
引
き
落
と
し

の
報
告
の
確
認
後
、
６
月
下
旬
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
５

月
末
か
ら
６
月
下
旬
に
車
検
を
受

け
る
場
合
は
、
送
付
が
間
に
合
い

ま
せ
ん
の
で
、
前
年
度
の
納
税
証

明
書
を
使
用
し
て
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
車
検
を
受
け
る
か
、
軽
自

動
車
税
の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳

さ
れ
た
「
通
帳
」
を
税
務
課
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、

納
税
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
の
延
長
】

　

軽
四
輪
車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
）
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

に
つ
い
て
、
適
用
期
限
が
２
年
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
税
務
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
改
元
に
伴
う
納
税
通
知
書
に
お
け

る
元
号
の
表
記
に
つ
い
て
】

　

各
税
の
納
税
通
知
書
に
お
け
る
期

日
な
ど
の
元
号
の
表
記
は
、「
新
元

号
」
の
施
行
前
に
事
務
処
理
を
行
う

た
め
、「
平
成
」で
表
記
さ
れ
ま
す
が
、

法
律
上
の
効
果
は
何
ら
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
新
元
号
」
に
読

み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

都
市
計
画
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
に
課
税
さ
れ
る
目

的
税
で
す
。
例
え
ば
、
街
路
や
公
園

の
整
備
、
下
水
道
の
普
及
、
駅
前
再

開
発
な
ど
、
泉
佐
野
市
全
体
の
都
市

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
都
市
計
画
税
収
入
額

…
14
億
３
，
６
５
５
万
円

●
前
年
中
に
新
た
に
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
場
合

●
土
地
の
現
況
が
変
わ
っ
た
（
農
地

を
宅
地
に
し
た
な
ど
）
場
合

広　

告

広　

告

　　
　　　関空広告
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市税は納期限内に納めましょう
【5月は固定資産税・都市計画税・軽自動車税の納期月です】
　第1期および軽自動車税の納期限は5月31日㈮です。納付書裏面に記載の金融機関（銀行・農協・郵便局など）、
コンビニエンスストア、市役所などで、忘れずに納めてください。
※口座振替で納付の場合は、通知書の税額が、指定口座に残っているか確認してください。（領収書は送付し
ませんので、通帳記帳などで確認してください。）
●延滞金…納期限までに納税しない場合は、本来納めるべき税額のほかに延滞金をあわせて納めていただくこ
とになります。
●さらに滞納が続くと…納期限までに納めた納税者との公平を保つため、また、大切な市税を確保するために、
滞納している人の財産（不動産、預貯金、給料など）を調査し、それらを差し押さえることになります。

【市税の納付は便利な口座振替で】
　市税の納期限日に、指定の口座から振り替えて納付していただくことができます。納期ごとに納めに行く手
間が省け、納め忘れもなくなります。 ぜひ、便利な口座振替をご利用ください。口座振替を希望する場合は、
通知書に同封する申込書記載の申込期限を確認して取扱金融機関または税務課窓口に申し込んでください。

「大阪府域地方税徴収機構」による共同徴収
　平成27年度より大阪府域において「大阪府域地方税徴収機
構」が設置され、本市を含む府内35市町と大阪府が市税・府
税の共同徴収を実施しています。対象者には順次、徴収機構
への「引継予告書」を送付し、府職員と市町職員による共同
徴収が実施されます。

大阪府からのお知らせ
～自動車税の納期限は5月31日㈮です～

　納税通知書裏面に記載の金融機関、大阪府内の郵
便局、コンビニエンスストア、府税事務所などで納
めてください。
　また、パソコンやスマートフォンを利用したクレ
ジットカードでの納付や、府税収納を扱う金融機関
（ゆうちょ銀行を除く）のPay-easy（ペイジー）に
対応している方法による納付も可能です。さらに、
スマートフォン決済アプリ「PayB」を利用して納
付することもできます。
　詳しくは、各金融機関や大阪府ホームページを確
認してください。
問合先　大阪府自動車税コールセンター

（☎0570-020156）

税務署からのお知らせ
～納税証明書のオンライン請求をご利用ください～
　納税証明書のオンライン請求とは、自宅などのパソ
コンやスマートフォン、タブレット端末で納税証明書
請求データを作成し送信することで、窓口で書面によ
り請求する場合と比べ、安価な手数料で待ち時間も短
縮できる手続です。
※請求に当たっては、e-Taxホームページ（http://
www.e-tax.nta.go.jp）のe-Taxソフト（WEB版または
SP版）をご利用ください。
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471）
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健診日（午前） 特定健診とセットできる検診 申込期間
8月25日㈰

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん
7月2日㈫

～29日㈪26日㈪
29日㈭

9月20日㈮ 7月16日㈫
～8月22日㈭22日㈰

11月1日㈮ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん

9月5日㈭
～10月4日㈮

7日㈭

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん

11日㈪
15日㈮
18日㈪

来年
1月28日㈫

10月24日㈭
～12月19日㈭

28日㈫（＊1）結核・肺がん、胃がん、大腸がん
29日㈬

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん31日㈮
2月1日㈯

　　　　　　　泉佐野市国民健康保険加入のみなさんへ
特定健康診査を受けましょう！（健康マイレージ対象）

　特定健康診査を受診して自分の健康状態を知り、生活習慣病予防に役立てましょう。5月中旬頃、対象者に特
定健康診査を無料で受診できる受診券を郵送します。
※国民健康保険の資格を喪失した人、今年度中に人間ドックを受診した（受診予定含む）人は受診できません。
また、受診券の紛失や届かない場合は、問い合わせてください。
期間　受診券が届いた日～来年3月31日
対象　40～74歳の本市国民健康保険加入者
受診機関　受診券と同封の 一覧表にある医療機関（医療機関への予約が必要）。健診センター（市役所本庁舎南側）
などで実施する集団健診については、下表をご覧ください。
持ち物　国民健康保険証、特定健康診査受診券、前年度の健診結果（受けた人のみ）
問合先　国保年金課

健診場所　健診センター（市役所本庁舎南側）　※11月1日のみ新町町会館
申込　各申込期間の午前8時30分～午後7時（日曜日、祝日、12月30日㈪～来年1月3日㈮除く）にフリー
ダイヤル 0120-188-489聴覚障害者用Fax461-4571へ。インターネット申込はホームページ：https://
izumisano-sanokenkonavi.secure.forse.com/ （「さの健康なび」で検索）から

集団健診

問合先　国保年金課
※健診日は左表を参照。特定
健診のみの受診も可。定員に
なり次第受付終了です。申込
期間終了後の予約変更・キャ
ンセルも申込時のフリーダ
イヤルへ。（インターネット
申込をした人は申込期間内
であればインターネットか
らキャンセルできます）申込
初日は、電話がつながりにく
い場合がありますので、ご了
承ください。上記電話予約
とは別に、申込期間初日の
1週間前に先行予約を実施
します。詳しくは、特定健
診受診券に同封のチラシを
ご覧ください。
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４
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課
へ
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特産品相互取扱協定 自治体紹介 　本市と特産品協定を締結している自治体を
紹介します。  　　　　 問合先　農林水産課

　　大阪府高槻市●面積：105.29㎢
●人口：352,032人・159,849世帯（平成31年2月28日現在）
●市の花：うのはな　●市の木：けやき
　高槻市は、昭和6年高槻町等の5町村が合併して高槻町
が誕生、昭和18年高槻市として市制を施行し、平成15
年に中核市に移行しました。現在もJR高槻駅のホーム拡
充や新名神高速道路、高槻インターチェンジ、安満遺跡
公園を成長基盤として発展を続けています。
　特産品としては、トマト、しいたけ、シロウリ、米、
タケノコなどの農産物をはじめ、日本酒や和菓子など高
槻商工会議所が認定する「たかつき土産」があります。
特にシロウリは、平成17年に「なにわの伝統野菜」に認
定され、近隣の酒どころであった富田の酒粕を使った漬
物（富田漬）等として加工されています。
　また、ご当地グルメとして、市北部で昭和50年代頃か
ら親しまれていた「高槻うどんギョーザ」も名物となっ
ています。
　高槻市は、都市の魅力と
活力を高め、引き続き、子
育て・教育・安全安心、高
齢福祉などの施策の充実を
図ることで5年先、10年先、
そして未来に輝く高槻「み
らい・創生」を目指して、
まちづくりを進めています。

▶平成30年4月27日、
濱田剛史 高槻市長（右）
と協定を締結

大阪府
高槻市

高槻市の特産品

しいたけ

高槻うどんギョーザ

日本酒

タケノコ

地ビール

お　米 寒　天

シロウリ

トマト

　長野県佐久市
●面積：423.51㎢
●人口：99,131人・41,522世帯（平成31年2月1日現在）
●市の木：からまつ ●市の花：コスモス ●市の魚：佐久鯉
　佐久市は、長野県下の4つの平の一つ、佐久平に位置し、
市の中央を千曲川が流れ、浅間山、八ヶ岳、蓼科山、あ
らふね山など雄大な山並みに囲まれた美しい高原都市で
す。江戸時代中山道の宿場町として栄え、現在は北陸新
幹線、上信越自動車道、中部横断自動車道が東西南北に
走り、首都圏などへのアクセスに優れ、日本のほぼ中央
に位置する佐久市は高速交通の結節点、交流圏の拠点と
して飛躍的に発展しています。
　特産品は、うるち米として、コシヒカリが中心に栽培され、
ブランド米として五郎兵衛米、切原米などがあります。この
ほか、酒米であるひとごこちも栽培されており、市内に11
蔵ある酒蔵では、多種多様な地酒が醸造されています。また、
大豆・そば・きびの栽培や、リンゴ・モモ・プルーンなどの
果樹を始め、乳用牛・肉用牛等の畜産物が飼育されています。
　全国ブランドとして有名な「佐久鯉」は、発祥から200年
以上の長い歴史があります。あゆ・信州サーモン・シナノ
ユキマスなどの水産物も高い評価を受けています。
　佐久市は、住むすべての
「ひと」が「暮らしやすい」、
「暮らして良かった」と思え
るまち、心身ともに健やか
に暮らせる「快適健康都市
佐久」を将来都市像とし、
まちづくりを進めています。

▶平成30年3月27日、
栁田清二 佐久市長（右）
と協定を締結

長野県

佐久市

佐久市の特産品

りんごジュース

ジャム

野　菜

佐久鯉

蜂　蜜

味　噌 お　米

地　酒

漬　物
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名
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）
を
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だ
さ
い
。

泉佐野元気塾（音楽介護予防教室）
　カラオケを利用して、曲に合わせて簡単な体操をする健康教室です。
時間（90分間）　●午前の部…10時30分～　●午後の部…1時30分～
※別途開始時間の記載がある場合は除く
対象　市の介護保険の被保険者
定員　30人　※会場により異なりますので問い合わせてください。
持ち物　飲料水、汗拭き用タオル、上履き　※服装は動きやすいもので
 参加などに関する問合先
●㈱第一興商大阪支店（谷 ☎080-2049-9819 土・日曜日、祝日除く）
●（＊）の会場については各施設へ
担当課　地域共生推進課
※開催日時は都合により変更になる場合があります。

場　所 開催日
長滝第一住宅集会所 第3火曜日 午前
笠松町内会館 第3火曜日 午後泉ヶ丘町会館

東羽倉崎南町集会所 第3水曜日 午前
上瓦屋長生会館 第3水曜日 午後南中岡本町会館
安松町会館 第3木曜日 午前

野々地蔵町内会館
第3木曜日 午後北部市民交流センター本館

・北部公民館（＊） ☎464-5725
土丸町会館 第3金曜日 午前
幸町会館 第3金曜日 午後新町長生会館

高松町総合会館 第4火曜日 午前
新泉ヶ丘集会所 第4火曜日 午後大木地域交流棟
鶴原町会館 第4水曜日 午前本町長生会館

南部市民交流センター福祉分館
（長寿園）（＊）☎466-0036 第4水曜日 午後

元町町内会館
東佐野台会館 第4木曜日 午前
湊町内会会館 第4木曜日 午後西本町町内会館

羽倉崎上町集会所 第4金曜日 午前佐野公民館（＊）☎463-6181
松原団地住宅自治会集会所 第4金曜日 午後長南公民館（＊）☎465-0786

場　所 開催日
羽倉崎町内会会館 第1月曜日 午前
春日町町会館 第1月曜日 午後 大西町会館

泉陽ヶ丘自治会館 第1火曜日 午前 
中庄町内会館 第1火曜日 午後 南泉ヶ丘町会館

府営泉佐野佐野台集会所 第1木曜日 午前
旭町会館 第1木曜日 午後野出町町会館

中町町内会館 第1金曜日 午前
西上町内会館 第1金曜日 午後新道出町会館
西佐野台町会館 第2月曜日 午前 

下瓦屋南ふれあいアスティ 第2月曜日 午後見出住宅集会所
葵町会館 第2火曜日 午前

レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ生涯学習センター（＊）

☎469-7120
第2火曜日 午後1時～

松原町町会館 第2火曜日 午後
貝田町会館 第2水曜日 午前下瓦屋長生会館

久ノ木町内会館 第2水曜日 午後高松四町会館
鶴原中央住宅集会所 第2木曜日 午前日根野公民館（＊）☎450-3900
新家町会館 第2木曜日 午後大宮町町会館
長滝町会館 第2金曜日 午前長滝住宅集会所

松風台自治会館 第2金曜日 午後新安松町内会館　

　「さのぽカード」を持参した人には、50ポイント（1日1回に限る）を進呈します。各会場、カードの発行
はできませんので、お持ちでない人は事前にさのぽ加盟店にて発行しておいてください。

※5月から日根野公民館が追加されました。
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平
成
31
（
令
和
元
）
年
度

共
同
募
金
助
成
申
請
受
付

対
象　

民
間
社
会
福
祉
事
業
、
更
生

保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を
目

的
と
す
る
事
業
を
、
府
内
で
令
和
２

年
度
に
行
う
法
人
・
団
体

申
請　

５
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪
に
泉

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
共
同
募

金
担
当
）
へ

※
５
月
１
日
〜
7
日
は
郵
送
の
み
の

受
付

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７ 

Fax

 

06
・

６
７
６
２・
８
７
１
８ 

e
メ
ー
ル
：

ai-kibou@
akaihane-osaka.

or.jp 

・
件
名
に
「
助
成
申
請
に
つ

い
て
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）
へ
） 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.akaihane-osaka.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

健康のために一歩、踏み出そう!!
5月31日は世界禁煙デー

5月31日～ 6月6日は禁煙週間
　喫煙が健康に与える影響は大きく、受動喫煙など個
人にとどまらない健康問題です。
　生活習慣病予防のために禁煙や受動喫煙防止に努め
 ましょう。
問合先　健康推進課

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

　　恐竜のふるさと「モンゴルのゴビ砂漠」の見所
問合先　自治振興課　

　ゴビ砂漠は中国の内モンゴル自治区北部からモンゴル国の南部に広が
る、標高1,580ｍの砂漠地帯です。世界第4位の大きさを誇るゴビ砂漠は
東西約1,600㎞、南北約970㎞、総面積は約130万㎢です。世界中に「恐
竜のふるさと」と呼ばれるほど、恐竜の化石が発見されているゴビ砂漠は

砂漠といっても、短い草が生えている部分も多く、森林や草原などさまざまな景色が広がっています。それでは、ゴビ
砂漠で外せない見所を紹介します。
●ヨリーンアム…ヨリーンアムとはモンゴル語で「鷲の谷」という意味です。確かに上
に鷲が飛んでいる谷の標高は2,200ｍで、夏でもこのあたりに雪が残っています。真夏
の暑い日に谷間の氷を歩いてみると面白いです。
●バヤンザグ…恐竜の卵や化石がよく見つかるということで世界中に知られている場所
です。地元の遊牧民がゲルの近くから恐竜の卵を掘り出して、子供たちがその卵で遊ん
でいたというのも最近の話です。気をつけて探すと誰でも恐竜の化石の部分を見つけら
れるかも知れない場所です。
●ホンゴル砂丘…山のように高く、どこまでも見上げるホンゴル砂丘の高さは190ｍ以上あります。風が吹くと音楽の
ような音が流れる砂丘の下に草原があったり、家畜を放牧していたり、草や短い木が生えていたり、小さな川が流れて
いたり、池 の周りで渡り鳥が鳴いていたり、モンゴルでしか見ることができない珍しい大自
然です。
●ゲルで宿泊…地平線から天上まで広がる満点の星空の下で、ゲルの天上の窓から星が流れ
るのを見ながら休むと日常を忘れることができます。
●ラクダに乗る…昔から地元の遊牧民の移動手段として大切にされているラクダに乗って、
広々と続く雄大な砂丘の上をのっそりのっそりと散歩すると気持ちが良いです。因みに「ゴ
ビ」とは砂漠の意味です。ゴビ砂漠とは「砂漠砂漠」と言っているのと同じです。ではみな
さん、機会がありましたら是非「モンゴルのゴビ」に行ってみてください。
 

ССайн байна ууСайн байна уу
国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信

（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）
サイン バイノー！サイン バイノー！サイン バイノー！

▶
国
際
交
流
員
の

オ
ギ
ー

今月のモンゴル語 　
говь（ゴビ）：砂漠
зэсгэлэнтэй（ウゼスゲレンティ）：美しい
байгаль（バイガル）：自然
тэмээ（テメェ）：ラクダ
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困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

通信販売は業者の情報を
よく調べてから！
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
281
回

「
里
井
浮
丘
に
つ
い
て
②
」

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

　

４
月
号
で
は
浮
丘
の
経
済
面
を
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
学
問

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

里
井
浮
丘
は
、
廻
船
問
屋
里
井
家

の
五
代
目
当
主
伴
孝
の
次
男
（
四
男

と
も
）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
浮

丘
の
祖
父
克
孝
は
漢
詩
に
秀
で
て
お

り
、「
鳳
澤
詩
集
八
巻
」
を
著
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
か
、
里
井
家
に
は

数
多
く
の
蔵
書
が
あ
り
、
浮
丘
も

幼
い
頃
よ
り
漢
詩
や
書
に
親
し
ん
だ

よ
う
で
す
。
父
伴
孝
は
書
に
励
む
孝

胤
（
浮
丘
兄
）・
浮
丘
兄
弟
に
家
庭

教
師
を
つ
け
、
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
紀

州
の
儒
者
で
あ
る
内
藤　

慎
を
招
き

寄
せ
、
浮
丘
兄
弟
に
講
読
（
漢
学
）

を
受
け
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
書
を

京
都
の
書
家
松
本
研
斎
に
教
え
を
受

け
、
特
に
浮
丘
の
書
は
評
判
が
良

か
っ
た
よ
う
で
す
。
実
際
に
浮
丘
は

長
じ
て
の
ち
題
字
や
序
文
、
画
賛
な

ど
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
寄

贈
と
な
っ
た
里
井
家
資
料
に
も
題

字
・
画
賛
の
下
書
き
な
ど
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

浮
丘
に
と
っ
て
の
転
換
期
は
、
画

師
齋
藤
楽
亭
、
国
学
者
大
国
隆
正
と

の
出
会
い
で
し
た
。
楽
亭
は
篠
崎
小

竹
に
入
門
し
、
京
都
で
画
師
と
し
て

活
躍
し
た
人
物
で
、
浮
丘
が
18
歳
の

頃
、
里
井
家
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
孝
胤
と
有
馬
で
出
会
っ

た
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。
孝
胤

が
亡
く
な
っ
た
後
も
浮
丘
と
の
関
係

は
続
き
、
浮
丘
が
楽
亭
の
描
い
た
画

を
仲
介
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
金
銭

的
な
援
助
（
貸
付
）
な
ど
も
行
い
、

【
事
例
１
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
注
文

し
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
、
入
金
確

認
メ
ー
ル
が
来
な
い
。
よ
く
見
る

と
、
振
込
口
座
は
、
代
表
者
名
と
は

違
う
名
前
の
個
人
名
口
座
に
な
っ
て

い
た
。

【
事
例
２
】

　

昨
日
ネ
ッ
ト
で
洋
服
を
注
文
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
１
時
間

経
っ
て
も
入
金
確
認
と
な
ら
ず
未
入

金
に
な
っ
て
い
る
。
注
文
し
た
サ
イ

ト
に
電
話
し
て
も
通
じ
な
い
。
サ
イ

ト
を
調
べ
る
と
、
詐
欺
サ
イ
ト
だ
と

か
、
不
良
品
を
送
っ
て
く
る
と
か
書

き
込
み
が
あ
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い

か
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

●
所
在
地
や
連
絡
先
、
他
の
利
用
者

の
評
価
な
ど
事
業
者
の
情
報
を
自
分

で
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り

も
大
幅
に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
る
場

合
な
ど
、
購
入
す
る
商
品
が
模
倣
品

で
な
い
か
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
配
送
方
法
や
配
送
期
間
な
ど
が
、

 

ど
の
程
度
か
か
る
の
か
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で

き
ず
、
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の

み
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
、
個
人
名
口
座
の
場
合
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
イ
ズ
違
い
な
ど
購
入
後
に
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
・
返
品
条
件
、

利
用
規
約
は
事
前
に
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
支
払
後
で
も
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
解
説
】

　

通
信
販
売
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
サ
イ
ト
や
広
告
な
ど
を
見
て
、
自

分
で
商
品
を
選
び
、
契
約
す
る
意
思

を
伝
え
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
通
信
手
段
を
用
い
て
申
込
を

す
る
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

業
者
名
や
住
所
な
ど
表
示
す
べ

き
項
目
は
、
わ
か
り
や
す
く
表
示

す
る
よ
う
特
定
商
取
引
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
取
引
の
ル
ー

ル
は
規
約
な
ど
に
よ
り
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
返
品
条
件
な
ど
は
記

載
さ
れ
て
い
る
条
件
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
通
信
販
売

を
利
用
す
る
時
は
よ
く
調
べ
、
自

分
で
判
断
し
、
慎
重
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▶
行
余
楽
記（
浮
丘
の
日
記
・
２
冊
）

楽
亭
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

楽
亭
も
京
都
の
情
勢
を
浮
丘
に
知

ら
せ
た
り
、
浮
丘
と
他
の
知
識
人
・

文
化
人
を
取
り
次
ぐ
、
浮
丘
の
妹

千
賀
の
出
仕
先
を
斡
旋
す
る
な
ど

互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。
や
が
て
時
は
移
り
、
全
国
的

な
大
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
天
保
７

（
１
８
３
６
）
年
３
月
26
日
、
浮
丘

の
も
と
へ
楽
亭
が
一
人
の
国
学
者

を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
国
学
の
大

家
、
大
国
隆
正
で
す
。

　

隆
正
は
津
和
野
藩
士
の
子
で
江

戸
藩
邸
に
生
ま
れ
、
平
田
篤
胤
の
門

下
と
な
り
国
学
を
学
ん
だ
の
ち
、
昌

平
黌
（
昌
平
坂
学
問
所
）
で
儒
学
を

学
び
ま
し
た
。
天
保
２（
１
８
３
１
）

年
に
父
が
亡
く
な
る
と
単
身
大
坂

へ
出
て
「
歌
日
記
」
を
著
し
て
以
降
、

京
都
・
摂
津
で
国
学
を
講
じ
、「
国

学
」
を
「
本
学
」
と
称
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
隆
正
が
楽
亭
に
連
れ

ら
れ
て
浮
丘
の
も
と
を
訪
れ
た
理

由
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
一
つ

に
天
保
５
年
の
大
火
や
飢
饉
の
影

響
で
生
活
に
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
浮
丘
は
、
隆
正

と
と
も
に
犬
鳴
山
や
大
井
関
大
明

神
の
桜
を
見
物
し
、
３
月
28
日
に
隆

正
が
貝
塚
へ
と
去
る
と
翌
月
５
日

に
詩
１
首
・
書
３
枚
・
和
歌
詠
草
16

首
・
束
修
金
（
添
削
料
）
１
０
０
疋

を
隆
正
の
も
と
へ
送
っ
て
い
ま
す
。

浮
丘
に
と
っ
て
隆
正
が
大
井
関
で

詠
ん
だ
歌
は
さ
ぞ
か
し
心
を
打
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
後
、
浮
丘

は
隆
正
と
師
弟
関
係
を
結
び
、
国
学

へ
入
門
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
浮

丘
の
交
友
関
係
に
は
国
学
を
通
じ

て
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
人
物
も
多

く
、
隆
正
と
の
出
会
い
は
浮
丘
を

新
た
な
学
問
の
世
界
へ
導
く
と
と

も
に
、
さ
ら
に
広
い
人
間
関
係
へ

と
進
ま
せ
た
と
い
え
ま
す
。
勤
王

僧
で
あ
っ
た
月
照
や
天
誅
組
の
藤

本
鉄
石
な
ど
尊
王
攘
夷
に
志
を
燃

や
す
人
物
と
も
交
流
を
有
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
安
政
元

（
１
８
５
４
）
年
の
ロ
シ
ア
艦
が
大

阪
湾
に
停
泊
し
た
際
に
は
憂
国
の

詩
を
読
ん
で
お
り
、
尊
王
攘
夷
の

風
潮
に
も
接
し
て
い
ま
す
。
村
役

人
を
務
め 

学
問
を
信
条
と
す
る
浮

丘
に
と
っ
て
、
国
の
行
く
末
を
憂

い
て
も
実
際
に
行
動
に
移
す
こ
と

は
難
度
が
高
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭
和
22

年
５
月
３
日
に
、
現
在
の
「
日
本
国

憲
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
は
、
国
家
の
権
力
の
濫
用
を

防
ぎ
、
国
民
の
権
利
や
自
由
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
憲
法
第
11
条
に

は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
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わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
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か
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い
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憲
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◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:45（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）

◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～16:00
社会福祉センター 2階相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎469-2155）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 
13:00～16:00（受付は15:30まで）
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。
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市民競技大会結果
（敬称略）

【グラウンドゴルフ】
優　勝 額田　明
準優勝 影山義彦
3　位 石原昌子

【サッカー】
優　勝 泉州泉佐野FC
準優勝 エルドラドFC
3　位 ファスシネイト平野

NHGレクフェス2019
日時　5月5日㈷ 午前10時～午後5時
内容
●午前11時30分～ 卓球大会
●午後0時30分～ フリースロー大会
●午後1時30分～ ボッチャ大会
●午後2時30分～ カーリング大会
●全大会終了後 ビンゴ大会
場所・問合先　北部市民交流センター体育分館（NHG）

（☎464-8745 Fax464-8746）
※申込不要、 参加無料

NHG×キックボクシング
　クラスを次のとおり増やします。

※レッスン前後の30分は、準備運動などのため開け
ています。
対象　18歳以上
定員　各6人（先着順）
講師　プロキックボクサー
※講師が試合前などの場合に、代行スタッフに代わ
ることがあります。
 受講料　週1クラス 3,000円、週2クラス 5,500円、
週3クラス 8,000円、週4クラス 9,000円
場所・申込・問合先　北部市民交流センター体育分
館（NHG）（☎464-8745 Fax464-8746）

日時
クラス 時　間
火曜日 10:30～11:30
水曜日 10:30～11:30
水曜日 14:00～15:00
木曜日 10:30～11:30
木曜日 14:00～15:00
金曜日 11:30～12:30
金曜日 14:00～15:00
土曜日 10:30～11:30

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・
健康増進センターをご利用ください！

　4月30日㉁～5月6日㉁は施設点検のため、プールは
使用できません（トレーニングジム・ランニングロー
ドは使用可）。5月7日㈫は休館日です。

問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-
6666 http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一　般

（高校生以上）
1回600円

（月極6,000円）
1回400円

（月極4,000円）1回200円

高齢者
（60歳以上の
市内在住者） 1回300円

（月極3,000円）
1回200円

（月極2,000円）
※中学生以上

1回100円

3歳～中学生
障害者手帳を持っている人は無料
※表示料金はすべて税込です。

◆遊泳時間
利用者 時　間

高校生以上 9:00～20:45
（学校水泳実施日は12:00～ )

中学生 9:00～19:00
（学校水泳実施日は12:00～ )

身長120㎝以上の小学生 12:00～17:00

※身長120cm未満の小学生・未就学児が遊泳する場合は、
保護者（18歳以上）が一緒に入水してください。
　3歳～中学生が保護者（18歳以上）と入水する場合は、
9:00～20:45で遊泳可能です。
　学校水泳実施日などは、問い合わせてください。
　スイミングキャップを必ず着用してください。
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

児童福祉週間
　国では、子どもや家庭、子ども
の健やかな成長について国民全体
で考えることを目的に、毎年5月5
日の「こどもの日」から1週間を「児
童福祉週間」と定めています。
　児童福祉の理念・啓発のための
様々な事業や行事を全国各地で
行っています。
【2019年度「児童福祉週間」の

標語決定】
その気持ち　誰かを笑顔にさせる種
（吉村　唯さん 山口県 14歳の作品）
問合先　子育て支援課
※厚生労働省児童福祉週間ページ
（http://www.mhlw .go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/kodomo/
kodomo_kosodate/jidouweek/）

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事
について、個別相談をします。
日時　5月15日㈬
　　　午前9時30分～正午
※1人30分
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　1歳6ヵ月までの子どもと保
護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられ
るような子どもの居場所を提供し
ます。月に一度「農業体験」を実
施しています。土に触れ、食物な
どを育てる体験ができます。採れ
た作物の試食をする時もあります。
ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日 
　　　午後3時～7時
【農業体験】
日時　5月18日㈯ 午後2時～4時
持ち物　水筒、軍手、帽子

いずれも
場所 うちカフェ

（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 eメール：
info@the3rdplace.jp）
※詳しくは問い合わせてください。 

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　5月16日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　平成30年5月17日～12月17
日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課 

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　赤ちゃんの身体が急に大きくな
る乳児期後半は、鉄分が不足する
頃です。手づかみ食べのメニュー
を紹介します。
日時　5月13日㈪
　　　午後1時～2時15分
場所　
次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・ 問合先　健康推進課
※講習会後、午後3時まで赤ちゃん
相談会をしています。体重計測が

場 所 電話番号 実 施 日 定員
のぞみこども園 468-8005

5月～来年3月の第2木曜日 8組さくらこども園 462-2913
はるかこども園 468-8170
ひかりこども園 465-1447 5月～来年3月の第2火曜日

6組下瓦屋保育園 463-3359 5月～来年3月の第2木曜日鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379 5月～来年3月の第4月曜日 3組こども園つばさ 463-3713
こだまこども園 464-2598 4月～来年3月の第3木曜日 5組

時間　午前10時～11時
対象　
市内在住の3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　
各園へ直接または電話で
※毎月申込が必要。
　定員は先着順

0歳児育児教室

ひとり親家庭の親等のための
就業支援講習会

【医師事務作業補助者実務能力認定】
20人

日時　8月3日～9月28日の土曜日
午前10時～午後4時（全8回）

※8月10日は休講
場所　大阪府谷町福祉センター
受講料　8，000円（教材費含む）
申込締切　7月3日㈬
【介護職員初任者研修】各20人
　自宅学習（レポート）と通学（ス
クーリング）です。
開催日
①土曜コース（全17回）8月31日
～12月21日・来年１月25日
※11月23日は休講
②日曜コース（全17回）8月31日・
9月8日～12月15日・来年1月25日
※2回土曜日開催あり
時間　午前9時～午後5時（講義に
より変動あり）
場所　
①未来ケアカレッジ京橋校
②東大阪市男女共同参画センター・
イコーラム（未来ケアカレッジ布施校
で5回程度実習あり、8月31日、来年
1月25日は大阪府谷町福祉センター）
受講料　10,000円（教材費含む）
申込締切　7月31日㈬

いずれも
対象　母子家庭の母、父子家庭の
父、寡婦
資格　求職中の人または就業中で
スキルアップのため資格取得を目
指している人
申込・問合先　申込締切日（当日消
印有効）までに往復ハガキに希望講
座名、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、志望の動機、保育希望者は
子の氏名・年齢（対象：２歳～就学前）
を記入し、〒540-0012 大阪市中央
区谷町5丁目4-13 大阪府谷町福祉セ
ンター内 大阪府母子家庭等就業・自
立支援センター（☎06-6762-9995）
へ
※応募多数の場合は抽選。「就職セ
ミナー」の受講が必須

自由にできます。「スタートの頃か
ら」の次回は6月実施予定

毎月19日は「食育の日」
　朝食でさわやかな1日を。
　朝食に野菜を一皿食べよう。
問合先　健康推進課 
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科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　

利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
7日㈫、13日㈪、20日㈪、27日㈪、30日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈷～4日㈷、7日㈫、30日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、1日㈷～4日㈷、6日㉁、30日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 8日
29日 19日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 10日
31日 21日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 8日
29日 19日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 10日

31日 21日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 8日
29日 19日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 17日 7日

28日 1時10分～2時10分

第三小学校 22日 12日 1時00分～2時00分 府営長滝住宅集会所 17日 7日
28日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 22日 12日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前 11日 1日

22日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 15日 5日
26日 1時25分～2時25分 貝田町会館 11日 1日

22日 2時30分～3時10分

上之郷小学校裏門 16日 6日
20日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 11日 1日
22日 3時30分～4時30分

安松町会館 16日 6日
20日 2時30分～3時10分 樫井西町若宮神社境内 18日 8日

29日 1時00分～2時00分

西出町会館 9日
23日 13日 2時20分～3時00分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 18日 8日
29日 2時15分～3時15分

府営鶴原北住宅集会所 9日
23日 13日 3時30分～4時30分 湊町会館 18日 8日

29日 3時40分～4時30分

日新小学校南門 24日 14日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 25日 15日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 24日 14日 2時50分～3時30分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 25日 15日 2時20分～3時20分

土丸長生会館 24日 14日 3時50分～4時30分 北中ちびっこ広場 25日 15日 3時30分～4時30分

移動図書館 いちょう号巡回表 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

6月1日㈯から
泉南地域の図書館施設が

利用できます 
　泉南地域（5市3町）にお住まいの
人は、地域内の各市町すべての図書
館施設などを利用することができる
ようになります。
対象　泉佐野市・岸和田市・貝塚市・
泉南市・阪南市・熊取町・田尻町・
岬町在住者
問合先　各市町の図書館
※利用にあたり各市町の図書館で
「貸出カード」の発行手続きを受け
てください。各市町の利用条件は、
それぞれの市町にお問い合わせく
ださい。

おはなし会
日時　5月15日㈬、6月5日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 

おやこヨガ
日時　5月29日㈬
①なでなでヨーガ…

午前10時～10時45分
②まねまねヨーガ…

午前11時15分～正午

日曜・祝日おはなし会
日時　5月26日㈰ 午後2時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 
2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
出演　クローバー
※申込不要、参加無料 新着図書案内

【一般書】▶妻のトリセツ（黒川伊
保子）▶落ちこまない練習（青山
俊董）▶バビブベボナさん（樋口
正樹）
【児童書】▶かけコッコー（みやけ 
あっこ）▶歯のえほん（エドワード・
ミラー）▶星の旅人（小前　亮）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

土曜子どもシアター
日時　5月11日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「名犬ラッシー」（90分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料

対象　
①生後5・6ヵ月のおすわり期～は
いはい期の乳児と保護者
②よちよち期～2歳の乳幼児と保護
者
定員　各8組（先着順）
講師　井上照子さん

（認定こどもヨーガ教師）
持ち物　バスタオル、ふた付きの飲
み物　※服装は動きやすいもので
場所・申込・問合先　5月8日㈬ 午前
9時30分以降に電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館（☎
469-7130）へ
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター本館、北部公民館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ズ 

シ
ー
ト
デ
コ
講
座

〜
貼
っ
て
は
が
せ
る

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
デ
コ
シ
ー
ル
〜

　

し
っ
か
り
し
た
粘
着
力
の
貼
っ
て
は

が
せ
る
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
デ
コ
シ
ー

ル
を
作
り
ま
す
。
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
お

気
に
入
り
の
デ
コ
シ
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　

６
月
16
日
㈰

①
午
後
０
時
45
分
〜
２
時
15
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

対
象　

概
ね
５
歳
〜
小
学
生
と
保
護
者

※
大
人
の
み
で
の
参
加
可

定
員　

各
８
組
（
先
着
順
）

講
師　

坂
元
一
美
さ
ん

（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
師
）

材
料
費　

１
個
１
，
０
０
０
円

※
親
子
で
２
個
（
２
，
０
０
０
円
）
も
可

持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
筆

記
用
具
、
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
込　

５
月
14
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
６
月
９
日
㈰
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

「
防
災
対
策
を
学
ぶ
（
災
害
対
策
ア
プ

リ
の
体
験
）」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
災
害
対
策
ア
プ

リ
よ
り「
災
害
用
伝
言
板
」の
体
験
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
て
、
防
災
対
策
を

学
び
ま
す
。
簡
単
に
使
え
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
教
材
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。A
ndroid O

S

の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
ま
す
。
受
講
者
持
参

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

シ
ニ
ア
で
購
入
を
検
討
し
て
い

る
人
ま
た
は
初
心
者
の
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
１
人
１
台
貸
出

し
ま
す
。

申
込　

５
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
五
味
茶
診
®
と
梅
雨
の
薬
膳
講
座

　

５
つ
の
味（
酸
っ
ぱ
い
、苦
い
、甘
い
、

辛
い
、
し
ょ
っ
ぱ
い
）
を
持
つ
「
五
味

子
茶
」
を
飲
ん
で
体
調
を
判
断
し
、
梅

雨
期
の
体
調
を
整
え
る
薬
膳
を
ご
提
案

し
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　

雑
穀
ご
飯
、
厚
揚
げ
の
カ

レ
ー
そ
ぼ
ろ
炒
め
、
た
た
き
キ
ュ
ウ
リ

と
キ
ャ
ベ
ツ
の
和
え
物
、
中
華
コ
ー
ン

ス
ー
プ
、
黒
糖
本
葛
も
ち

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

原
田
育
代
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

申
込　

５
月
15
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
６
月
１
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
座

　

プ
ニ
プ
ニ
し
た
肉
厚
な
外
観
か
ら
、

観
賞
用
と
し
て
人
気
の
高
い
多
肉
植
物

は
、
比
較
的
お
手
入
れ
が
簡
単
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
放
っ
て
お
い
た
ら

増
え
過
ぎ
て
収
拾
が
付
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
根
腐
れ
を
起
こ
し
て
枯

れ
て
し
ま
っ
た
り
と
デ
リ
ケ
ー
ト
な
一

面
も
あ
る
の
で
、
水
や
り
や
育
て
方
の

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
寄
せ
植

え
し
て
い
き
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

り
ん
く
う
公
園
管
理
事
務
所

ス
タ
ッ
フ

材
料
費　

１
，５
０
０
円
（
鉢
代
含
む
）

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋
（
22
×
22
×

11
㎝
の
花
器
が
入
る
大
き
さ
）、
花
は

さ
み
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
新
聞
紙

申
込　

５
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
25
日

㈯
ま
で

※
一
時
保
育（
若

干
名
・
先
着
順
）

あ
り
、
希
望
者

は
申
込
時
に
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文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ベ
ン
ガ
ラ
染
め
体
験
講
座

　

土
か
ら
生
ま
れ
て
土
に
帰
る
。
人
に

も
地
球
に
も
優
し
い
ベ
ン
ガ
ラ
染
め
！

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い

（
34
×
70
㎝
）
を
染
色
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
30
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
手
あ
き
み
さ
ん (

お
う
ち
カ

フ
ェ 

お
ら
っ
と
や 

オ
ー
ナ
ー) 

材
料
費　

 

１
，
５
０
０
円

申
込　

５
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん
①

〜
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

選
び
ま
し
ょ
う
〜

日
時　

５
月
26
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

明
太
子
の
炊
き
込
み
ご
は

ん
、
ゆ
で
豚
の
野
菜
添
え
、
新
玉
ね
ぎ

の
レ
ン
ジ
蒸
し
、
も
ず
く
ス
ー
プ
、
半

月
も
ち

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
18
日
㈯
ま
で

■
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
災
害
時
に
役
立
つ
ポ
リ
袋
調
理
！
〜

　

ガ
ス
や
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
覚

え
て
お
く
と
役
に
立
つ「
ポ
リ
袋
調
理
」

■
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

初
夏
の
果
物
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を

作
っ
て
、
優
雅
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
31
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

メ
ニ
ュ
ー　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ウ
ン

テ
ン
、
い
ち
ご
ム
ー
ス
、
柚
子
茶
ゼ

リ
ー
、
い
ち
ご
大
福
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
３
種
、
飲
み
物

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
本
恵
美
さ
ん (
管
理
栄
養
士) 

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
24
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

〜
誰
で
も 

ど
こ
で
も 

身
近
に
描
い
て
み
よ
う
〜

日
時　

５
月
20
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師

前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
17
日
㈮
ま
で

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

開
催
日

（
５
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

②
18
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

③
21
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

④
24
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

■
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

〜
フ
ラ
ワ
ー
ド
レ
ス
の
お
人
形
作
り
〜

日
時　

５
月
30
日
㈭

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
川
敦
子
さ
ん

（
ソ
ニ
ア
フ
ラ
ワ
ー
講
師
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
27
日
㈪
ま
で

③
④
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師

①
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

②
③
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

④
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
〜
③
の
み
）　

は
さ
み
、

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

大
正
琴

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
簡
単
に
弾

く
事
が
で
き
ま
す
。
心
に
し
み
る
音

色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
体
験
講
座
】

日
時　

５
月
23
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

水
嶋
由
美
子
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

申
込　

５
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
16

日
㈭
ま
で

※
受
講
無
料
。
大
正
琴
は
講
師
が
準

備
し
ま
す
。

を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　

５
月
29
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　

炊
き
込
み
ご
は
ん
、
酢
の

物
、
デ
ザ
ー
ト

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
下
智
将
さ
ん

（
佐
野
記
念
病
院
栄
養
管
理
課 

栄
養
士
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
22
日
㈬
ま
で

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
22
日
㈬
ま
で

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
。
一

時
保
育(

若
干
名
・
先
着
順)

あ
り
、
希

望
者
は
申
込
時
に
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文
化
・
教
養

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

■
今
か
ら
知
っ
て
得
す
る
！

大
掃
除
基
本
編

〜
最
小
限
の
道
具
と
洗
剤
で
、

節
約
し
な
が
ら
大
掃
除
〜

日
時　

６
月
14
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん

（
お
掃
除
・
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
楽
し
く
美
味
し
く
コ
ー
ヒ
ー
を
学
ぶ

　

コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
の
お
話
と
焙
煎

を
体
験
し
ま
す

日
時　

５
月
21
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る 

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん

申
込　

５
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
16
日
㈭
ま
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
第
１
回 

日
本
漢
字
能
力
検
定

（
２
〜
10
級
）

日
時　

６
月
29
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

受
験
時
間　

10
〜
８
級
40
分
、
７
〜
２
級
60
分

受
験
料　

10
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、
７

〜
５
級
２
，０
０
０
円
、４
〜
準
２
級
２
，

５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０
円

申
込　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
検
定
料
を

持
参
し
事
務
室
ま
で

■
セ
ル
フ
ス
キ
ン
ケ
ア

〜
紫
外
線
対
策
〜

　

紫
外
線
に
負
け
な
い
お
肌
作
り
や
、

自
分
で
簡
単
に
で
き
る
ス
キ
ン
ケ
ア
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
17
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

富
永
奈
美
子
さ
ん
（CU

RA ha
ir salon O

PEEN
 CO
SM
ETICS

）

受
講
料　

７
０
０
円

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
大

き
め
の
置
き
鏡
、
メ
イ
ク
道
具
（
必
要

な
人
）、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
15
日
㈬
ま
で

■
苔
と
遊
ぼ
う
！
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム

　

容
器
の
中
の
小
さ
な
お
庭
。
お
手
入

れ
簡
単
で
育
て
や
す
い
苔
の
お
庭
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
27
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

泉
原
一
弥
さ
ん

（
日
本
苔
緑
化
研
究
所 

所
長
）

受
講
料　

１
，７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

■
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

〜
コ
ン
チ
ョ
付
き
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
〜

　

刻
印
や
ス
タ
ン
プ
で
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
父

の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
。

※
申
込
時
に
ヌ
メ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
キ
ャ

メ
ル
・
カ
ー
キ
・
ブ
ラ
ッ
ク
か
ら
カ
ラ
ー

を
選
択

日
時　

６
月
４
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷
川
千
恵
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

２
，
２
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
28
日
㈫
ま
で

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋
、
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
（
必
要
な
人
）

申
込　

５
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
20
日
㈪
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
難
を
転
じ
る
ふ
く
ろ
う
さ
ん
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

南
天
の
枝
に
仲
良
く
並
ん
だ
ふ
く
ろ

う
が
優
し
く
見
守
り
ま
す
！

日
時　

５
月
31
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
針
・
糸
・
は
さ

み
）、
手
芸
用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
レ
ー
ズ
ン
バ
タ
ー
サ
ン
ド
」

　

他
に
も
う
一
品
、
焼
き
菓
子
を
作
り

ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

５
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
健
康
料
理
教
室

「
簡
単
・
美
味
し
い
！
パ
パ
・
マ
マ
料
理
」

〜
身
体
に
や
さ
し
い
初
夏
の
和
食
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
28
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

鶏
手
羽
元
の
さ
っ
ぱ
り
煮
、

帆
立
と
き
ゅ
う
り
の
辛
子
酢
味
噌
、
と

ろ
ろ
汁
、
揚
げ
出
し
豆
腐
の
き
の
こ
あ

ん
、
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
い
ち
ご
ソ
ー
ス
添
え

定
員　

男
女
各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他
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文
化
・
教
養

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

生
涯
学
習
課☎

４
６
９・
７
１
３
２

Fax
４
６
９・
７
１
３
３

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

各
種
文
化
・
教
養

■
ふ
ん
わ
〜
り
美
味
し
い
調
理
パ
ン
を

作
ろ
う
！

　

焼
き
た
て
の
フ
ワ
フ
ワ
パ
ン
は
幸
せ

の
味
。
お
う
ち
の
人
に
自
慢
し
ち
ゃ
お

う
。パ
ン
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

 
材
料
費　

５
０
０
円

申
込　

５
月
20
日
㈪
以
降
に
予
約
専
用

番
号
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
へ
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
27
日

㈪
ま
で

■
里
い
も
で
作
る

ト
ル
コ
風
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
フ
ェ
！

〜
大
人
気
の
お
料
理
教
室
！

君
も
小
さ
な
コ
ッ
ク
さ
ん
に

な
ろ
う
！
〜

　

里
い
も
を
使
っ
て
、
ト
ロ
ト
ロ
不
思

議
な
食
感
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り

ま
す
。
ハ
マ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

日
時　

５
月
18
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
永
直
子
さ
ん

（
ｂ
ａ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ
ｋ
ｕ
堂
）

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

５
月
13
日
㈪
以
降
に
予
約
専
用

番
号
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
へ
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
17
日

㈮
ま
で

■
お
知
ら
せ

【
市
民
企
画
講
座
募
集
】

〜
熱
意
と
向
上
心
を
も
っ
て
、

市
民
の
声
に
役
立
ち
た
い
と
い
う

み
な
さ
ん
の
た
め
に
〜

　

自
ら
講
師
と
し
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
に
経
験
を
積
む
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
に

活
動
拠
点
の
あ
る
個
人
・
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）

※
市
や
公
的
機
関
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
る
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
を
除
く

要
件　

市
民
の
生
涯
学
習
に
貢
献
す

る
内
容
の
も
の

※
そ
の
他
、
複
数
要
件
あ
り

【
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
】

　

学
習
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
に
講
師
を
紹
介
す
る
制
度
で

す
。
料
理
や
語
学
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
涯
学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

講
師
謝
金　

３
，
０
０
０
円

（
１
回
２
時
間
以
内
）

※
市
内
在
住
講
師
は
交
通
費
含
む
。

資
料
代
、
材
料
費
は
受
講
者
負
担

　

講
師
登
録
も
随
時
面
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

■
癒
し
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ（

全
２
回
）

〜
ヨ
ガ
＆
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ケ
ア
〜

　

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
身
体
の

変
化
に
応
じ
て
、
運
動
や
美
容
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
身
体
と
心
を
整
え

て
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

日
時

①
ヨ
ガ
…５

月
26
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

②
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ケ
ア
…

６
月
２
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

■
熊
取
町
日
中
友
好
協
会
５
月
サ
ロ
ン

　

日
本
と
中
国
の
友
好
交
流
の
た
め
の

茶
話
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

場
所　

レ
ン
タ
ル
カ
フ
ェ  

オ
レ
ン
ジ

ホ
ー
ル
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号
）

内
容　

チ
ェ
ロ
演
奏
会
（
山
本
善
哉
さ

ん
）、
漫
才
（
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
）、
茶

話
会
な
ど

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

熊
取
町
日
本
中
国
友

好
協
会（
林 

☎
０
８
０
・
５
３
４
７
・
８

３
１
８)

※
入
場
無
料
。
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
制
（
有

料
）

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
丸
橋
温
恵
さ
ん

（
日
本
総
合
ヨ
ガ
普
及
協
会
正
指
導
師
）

②
川
口
佳
奈
子
さ
ん
（
ポ
ー
ラ
Ｃ
ｉ
ｅ

ｌ
シ
ョ
ッ
プ 

認
定
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
）

持
ち
物

①
タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ

る
人
）

②
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
卓
上
鏡
、
髪
留
め

申
込
・
問
合
先　

５
月
８
日
㈬
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
①
は
運
動
で
き
る
服
装

で
。
①
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
５
月
15

日
㈬
）。

　

エ
ス
テ
の
勧
誘
や
化
粧
品
な
ど
の
販

売
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

申
込
・ 

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
南
中
樫
井

４
７
６
番
地
の
２ 
南
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
１
階　
☎
４
２
９・
９
７
４
１

Fax
４
２
９・
９
７
４
２ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica

@
ica.gr.jp

）

【
地
球
理
解
講
座
】

〜
吹
奏
楽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆

指
揮
者
体
験
〜

　

大
阪
観
光
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
と
指
揮
者
体
験（
３
人
）を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈰ 

午
後
３
時
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

演
奏　

大
阪
観
光
大
学
吹
奏
楽
部
の

み
な
さ
ん

※
参
加
無
料
、
要
申
込
。
曲
目
な
ど
、

詳
し
く
は
ｉ
ｃ
ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
も
て
な
し
語
学
研
修
（
入
門
コ
ー

ス
）】(

略
称
：
お
も
研)

　

最
近
の
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
に
伴

い
、
外
国
語
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
で
、

道
案
内
な
ど
日
常
的
に
す
ぐ
に
役
立
つ

表
現
を
練
習
し
ま
す
。

内
容
・
開
催
日
（
各
全
４
回
）

●
英
語
…
６
月
５
日
〜
26
日
の
水
曜
日

●
韓
国
語
…
６
月
６
日
〜
27
日
の
木
曜
日

●
中
国
語
…
７
月
４
日
〜
25
日
の
木
曜
日

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ｉ
ｃ
ａ
事
務
所

受
講
料　

各
２
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

対
象　

困
っ
て
い
る
外
国
人
観
光
客
の

手
助
け
と
な
り
た
い
人
や
、
英
語
、
韓

国
語
、
中
国
語
に
興
味
の
あ
る
人

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

ｉ
ｃ
ａ
お
も
て
な
し
語
学
研
修
コ
ー
チ

申
込
締
切　

●
英
語
・
韓
国
語
…
５
月
24
日
㈮

●
中
国
語
…
６
月
28
日
㈮

健
康
推
進
課

健　

康

健　

康

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

５
月
13
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本

庁
舎
南
側
）
で
内
容
を
変
更
し
て
実
施

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
正
し
い
姿
勢
で

若
々
し
く
見
せ
る
歩
き
方
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
31
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
運
動
実
技
は
、
会
場
で
の
血
圧
値
が

最
高
１
８
０
㎜
hg
ま
た
は
最
低
１
０
０

㎜
hg
以
上
の
人
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

５
月
７
日
㈫
〜
24
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
市
民
健
康
講
座　

５
月
例
会

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　

高
い
と
こ
ん
な
に
危
な
い
！
」

〜
若
い
人
に
起
こ
る
脳
や
心
臓
の
病
気

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
！
〜

　

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

増
田
大
作
（
り
ん
く
う
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
兼
循
環
器

内
科
部
長
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

　

５
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は

休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
和
み
朗
読
教
室

　

み
ん
な
で
文
章
を
声
に
出
し
て
朗
読

す
る
講
座
で
す
。
日
常
会
話
が
楽
し
く

な
り
、脳
の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈮
・
28
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

※
全
回
受
講
で
き
る
人
優
先

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
村
佳
美
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人 

日
本
朗
読
協
会
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー

ル 

講
師
）

資
料
代　

５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
10
日

㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野

公
民
館
（
☎
４
５
０
・
３
９
０
０ 

Fax

４
６
８
・
０
０
１
１
）
へ
。
資
料
代
の

納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
31
日
㈮
ま

で
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文
化
・
教
養

各
種
健
康

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
第
３
回
ロ
ー
ト
健
康
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

in 
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

　

楽
し
く
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
恒
例
の
健
康
測
定
会
の
ほ

か
、ち
ぎ
っ
て
食
べ
る
珍
し
い「
ス
ナ
ッ

ク
パ
イ
ン
」、「
ダ
ル
ー
ラ（
豆
ス
ー
プ
）」

の
試
食
・
販
売
、
健
康
商
品
の
展
示
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
26
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

メ
デ
ィ
カ
ル
り
ん
く
う
ポ
ー
ト

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
）

内
容　

健
康
測
定
会
（
血
流
・
骨
密
度
・

筋
力
：
各
２
０
０
円
）、
ヘ
ル
シ
ー
ス

イ
ー
ツ
の
販
売
、
ロ
ー
ト
の
「
食
」
の

試
食
、
試
飲
ほ
か

■
Ｎ
ｅ
ｗ
！
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
背
中
美
人
に
な
る
筋
ト
レ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

背
中
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
動
か
し

て
、
マ
イ
ナ
ス
５
歳
の
後
ろ
姿
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

５
月
27
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
２
日
㈭

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・４
７
４
４
）
へ

 

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で

■
心
と
体
の
声
を
聴
い
て

体
の
調
子
を
整
え
る
ヨ
ー
ガ

〜
美
容
と
健
康
に
役
立
つ

話
題
の
ヨ
ー
ガ
〜

日
時　

６
月
８
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
路
明
子
さ
ん

（
国
際
文
化
友
好
協
会
ヨ
ー
ガ
指
導
員
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
五
本
指
靴

下
を
着
用
（
あ
れ
ば
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
14
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３・６
１
８
１ 

Fax
４
６
９・
２
２

４
３
）
へ

※
受
講
無
料 

■
ア
ロ
マ
で
腸
活

〜
健
康
美
人
は
腸
美
人
〜

　

腸
内
環
境
を
整
え
る
と
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
、
免
疫
力
が
高

ま
っ
て
病
気
の
リ
ス
ク
が
減
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
腸
活
を
促
す
呼
吸
法
や

ツ
ボ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
腸
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
ア
ロ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

５
月
29
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

分
部
輝
美
さ
ん
（
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認

定
講
師 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス
ト
）

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

（
ロ
ー
ル
オ
ン
ア
ロ
マ
約
18
㎖
を
作
成
）

持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
筆

記
用
具

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
８
日
㈬

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル

ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９・
７
１
２
０ 

Fax

４
６
９・７
１
２
１
）
へ 

。
材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
21
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
歌
っ
て
元
気
！カ

ラ
オ
ケ
で
介
護
予
防

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
維
持
や
介
護
予
防
に
良
い
と
さ

れ
る
カ
ラ
オ
ケ
を
、
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
せ
ん
か
？

　

仲
間
づ
く
り
の
場
に
も
な
り
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
週
） 

午
後
１
時
〜
３
時

持
ち
物　

飲
み
物

場
所
・
問
合
先　

北
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
（
☎
４
６
４
・
５
７
２
５ 

Fax

４
６
９
・
２
２
８
４
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 

■
市
民
の
為
の
文
化
講
演
会

日
時　

６
月
１
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

４
階
真
珠
の
間

内
容
・
講
師　
「
病
気
の
成
り
立
ち
を
考

え
る
…
ガ
ン
の
話
を
中
心
に
」
仲
野　

徹

さ
ん
（
大
阪
大
学
医
学
部
病
理
学 

教
授
）

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

不
二
製
油
株
式
会
社
、（
医
）

龍
志
会
Ｉ
Ｇ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

り
ん
く
う
メ

デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
（
リ
メ
ッ
プ
）（
☎

４
７
３
・
５
５
１
０
）

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

ロ
ー
ト
健
康
フ
ェ
ス

タ
事
務
局
（
☎
０
５
０・７
１
１
２・３
８

６
０ 

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

ｅ

メ
ー
ル:rinku.m

edical.m
gt@
gm
ail

.com

） 

【
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
】（
予
約
受
付
中
）

●
太
陽
笑
顔

ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
カ
フ
ェ
セ
ミ
ナ
ー

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
午

後
３
時
〜
骨
密
度
測
定
〔
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
無
料
、
希
望
者
の
み
〕）

テ
ー
マ　

骨
の
健
康
と
美
容

定
員　

40
人
（
予
約
優
先
）

参
加
費　

５
０
０
円

●
医
療
施
設
見
学
会

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
、
11
時
30

分
〜

※
各
回
約
20
分

定
員　

各
10
人
（
予
約
優
先
）

※
参
加
無
料

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
（
講
座

会
場
）、
子
育
て
支
援
課
、
４
ヵ
月
・

１
歳
６
ヵ
月
健
康
診
査
会
場
（
健
診
セ

ン
タ
ー
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
追
加
募
集

　

春
の
コ
ー
ス
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。

親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

開
催
日

●
５
月
14
日
〜
６
月
25
日
の
毎
週
火
曜
日

●
５
月
15
日
〜
６
月
26
日
の
毎
週
水
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

申
込　

５
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
先
着
順 

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
ふ
う
せ
ん
遊
び
〜

日
時　

６
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
防
災
に
つ
い
て
の
連
続
講
座（

全
２
回
）

開
催
日
・
内
容　

●
６
月
４
日
㈫
・
非
常
食
を
食
べ
て
み

よ
う

●
６
月
20
日
㈭
・
あ
な
た
の
非
常
持
ち

出
し
袋
を
考
え
よ
う

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

お
や
と
こ
ら
い
ぶ

ね
っ
と 

マ
マ
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
士
）

受
講
料　

４
０
０
円

■
子
育
て
講
座

「
生
活
動
作・生
活
リ
ズ
ム（
睡
眠・食
事・

排
泄
）
を
身
に
つ
け
る
意
味
と
は
」

　

乳
幼
児
期
に
身
に
付
け
て
お
き
た
い

生
活
動
作
や
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
13
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
あ
い
研
究
所 

所
長
）

申
込　

５
月
13
日
㈪
以
降
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時

に
（
定
員
あ
り
）

申
込　

５
月
７
日
㈫
以
降
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時

に
（
定
員
あ
り
）

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am
m
a caff è

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至

福
の
微
笑
）

　

楽
し
ん
で
子
育
て
、
気
軽
に
参
加
！ 

知
ら
な
い
人
も
、
一
緒
に
お
茶
す
れ
ば
友

だ
ち
！
子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加
も
Ｏ

Ｋ
！
子
育
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
出
入
り
自
由

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要 

■
親
子
の
ふ
れ
あ
い
タ
ッ
チ
ケ
ア
＆

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

開
催
日　

５
月
30
日
㈭

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師 

栄
養
士
）

申
込　

５
月
14
日
㈫
以
降
の
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
に
電
話
で

※
申
込
時
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
」

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
】

　

眠
り
の
質
を
高
め
、
健
や
か
な
成
長

を
促
し
、
呼
吸
を
助
け
る
タ
ッ
チ
を
楽

し
み
、
親
子
で
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
し
ょ
う
。

時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
正
午

対
象　

２
ヵ
月
〜
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費　

１
組
８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

【
ラ
ン
チ
会
】

　

簡
単
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

（
野
菜
た
っ
ぷ
り
タ
コ
ラ
イ
ス
）を
作
っ

て
食
べ
て
、
子
育
て
の
話
な
ど
で
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

時
間　

正
午
〜
午
後
２
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

１
組
８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ
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文
化
・
教
養

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

５
月
12
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

他

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

辻
下

☎
０
８
０・５
３
１
１・０
０
１
６
）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
４
５
０
円
を
提
供

し
ま
す
。

【
認
知
症
カ
フ
ェ　

に
こ
ぐ
さ
】

　

認
知
症
専
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

が
、
み
な
さ
ん
と
お
話
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

３
日
前
ま
で

に
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
（
鶴
原
２

丁
目
４
番
18
号 

小
笠
原
医
院
敷
地
内 

☎
４
５
８・６
２
３
０ 

Fax
４
５
８・６
２

３
１
）
へ　

※
飲
み
物
の
持
参
可

【
メ
モ
リ
ー
喫
茶　

コ
ス
モ
ス
】

　

談
話
室
で
、
ゆ
っ
た
り
、
ま
っ
た
り

座
談
会
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
25
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
・
問
合
先　

介
護
付
き
有
料
老
人

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

ホ
ー
ム
櫻
苑
（
羽
倉
崎
上
町
３
丁
目
３

番
41
号 

０
１
２
０・０
１
１・０
１
３
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
愛
の
献
血

　

献
血
車
が
来
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

※
４
０
０
ml
献
血
限
定

【
泉
佐
野
市
役
所
】

日
時　

５
月
16
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

【
佐
野
記
念
病
院
】

日
時　

５
月
29
日
㈬ 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

■
さ
の
キ
ッ
ズ

「
第
11
回お

さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル
（
春
夏
）」

　

ま
だ
キ
レ
イ
だ
け
ど
不
要
に
な
っ
た

服
を
必
要
な
服
に
無
料
交
換
で
き
ま

す
。
み
ん
な
で
つ
な
が
り
支
え
合
え
る

子
育
て
の
場
で
す
。
本
や
物
品
の
交
換

も
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

持
込
み
・
持
帰
り
の
注
意
事
項

●
持
帰
り
制
限
あ
り
。
ひ
と
家
族
に
つ

き
指
定
袋
１
袋
を
お
渡
し
し
ま
す
。
た

■
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
を
し
て
い
る
人
や
介
護
の
経
験

が
あ
る
人
同
士
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
介
護
の
思
い
や
不
安

を
、
本
音
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
認
知
症
の
介
護
や
、
介
護
の
情

報
収
集
な
ど
で
お
困
り
の
人
も
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
17
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
途
中
参
加
・
退
席
可

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い

ず
み
さ
の
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

Fax

４
６
２・
５
４
０
０
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
飲
み
物
を

１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。 

■
パ
テ
ィ
シ
エ
・
ウ
ィ
ズ
の

「
レ
ン
ジ
で
簡
単
！
お
い
し
い
大
福
」

日
時　

５
月
26
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

メ
ニ
ュ
ー　

フ
ル
ー
ツ
や
変
わ
り
種
の

大
福

対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

西　

道
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち

帰
り
用
容
器

申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈫ 

午
前

９
時
以
降
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
６
・

１
９
６
３
）
へ

※
申
込
は
１
人
で
１
組
の
み
。
一
時
保

育
希
望
者
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

だ
し
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
服
な
ど
袋
に
入
れ

な
く
て
も
い
い
物
が
あ
り
ま
す
。

●
服
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ビ
ー
・
子
ど

も
限
定
）、
本
（
絵
本
・
図
鑑
な
ど
の

児
童
書
籍
）
は
持
込
み
の
申
込
不
要

●
物
品
（
赤
ち
ゃ
ん
用
品
・
お
も
ち
ゃ

な
ど
）
は
会
場
で
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
残
っ
た
場
合
は
当
日
引

取
り
可
能
な
人
で
、
１
人
３
品
ま
で
持

込
み
可

●
持
込
み
品
は
す
べ
て
汚
れ
・
破
損
厳

禁
。
状
態
に
よ
り
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
持
込
み
の
子
ど
も
服
は
、
サ
イ
ズ
別

に
分
け
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３・
３

５
３
０
）

※
申
込
不
要
。
当
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
込
む

服
な
ど
が
な
い
人
も
無
料
で
自
由
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

各
種
福
祉

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他

32広報いずみさの 令和元年5月号

泉佐野市令和元年5月号.indb   32 2019/04/25   10:22:20



文
化
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※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
第
８
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ふ
れ
よ
う
！
〜

日
時　

６
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
（
泉
の
森
広
場
）

内
容

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
…
な
か
よ
し
保

育
園
の
園
児
に
よ
る
出
し
物
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
、
音
楽
の
生
演
奏
な
ど

●
模
擬
店
…
や
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
か
き
氷
、
綿
菓
子
、
飲
み
物
な
ど

●
体
験
コ
ー
ナ
ー
…
車
椅
子
体
験
、
手

話
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体
験

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・
５

４
０
０
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 

■
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
47
回
運
動
会
」

　

一
生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
演

技
・
競
技
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
９
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
45
分

※
雨
天
時
は
６
月
11
日
㈫
に
開
催

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

相　

談

相　

談

■
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
特
設
人
権
相
談
」

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生
活
に

お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
３
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
別
館

　
　
　

プ
レ
ハ
ブ
２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
泉
州
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

若
者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
就
労
支

援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

15
歳
〜
39
歳
の
働
い
て
い
な
い

人
、
そ
の
保
護
者
な
ど

【
し
ご
と
の
相
談
】

●
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
…
月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時

（
出
張
相
談
）

●
阪
南
市
（
阪
南
市
役
所
市
民
部
ま
ち

の
活
力
創
造
課
内
）
…
火
曜
日 

午
前

10
時
〜
午
後
５
時

●
和
泉
市
（
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟

２
階
相
談
室
）
…
木
曜
日 

午
前
10
時

〜
午
後
６
時

●
岸
和
田
市
（
岸
和
田
市
立
産
業
会
館

内
）
…
第
１
・
３
〜
５
金
曜
日 

午
前
10

時
〜
午
後
５
時

●
泉
大
津
市（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

…
第
１
・
３
・
５
日
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】（
予
約
制
）

日
時　

月
〜
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所　

泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問
合
先　

月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午

後
７
時
（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
除
く
）

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉
州

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
内 

☎
４
６

４・０
０
０
２ 

Fax
４
６
４・０
１
５
４  

ｅ

メ
ー
ル
：npo@

oyw
s.com

）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.oyw

s.com
/sapportstatio

n/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
学
校
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し 

て
く

だ
さ
い
。

■
古
文
書
講
座 

初
級
編
（
全
４
回
）

「
く
ず
し
字
を
読
も
う
①
〜
③
」

日
時　

５
月
30
日
㈭
、
６
月
６
日
㈭
・

13
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
迫　

寿
（
当
館
学
芸
員
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料 

■
歴
史
学
講
座 
宗
教
史
編
（
全
8
回
）

　

陰
陽
道
特
論
①

「
風
水
の
影
響
と
陰
陽
師
」

日
時　

６
月
12
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
体
験

　

ペ
ン
立
て
を
つ
く
り
ま
す
。

※
小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で

日
時　

５
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
に

■
恒
例
朝
市

日
時　

５
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

５
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
５
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
５
月
16
日
㈭

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
春
季
特
別
展
講
演
会

「
里
井
浮
丘
と
そ
の
周
辺
」

日
時　

５
月
25
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜 

３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

薮
田　

貫
さ
ん
（
兵
庫
県
立
歴

史
博
物
館 

館
長
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
着
付
教
室
…
５
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
５
月
21
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で 

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他
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化
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そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
企
画

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

「
天
保
古
絵
図
の
長
滝
と

樫
井
合
戦
の
地
を
巡
る
」

〜
古
絵
図
に
残
る
寺
社
を
訪
ね
、

熊
野
街
道
を
歩
く
〜

日
時　

５
月
12
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
当
日
午
前
７
時
現
在
、

警
報
発
令
時
は
中
止

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
新
家
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
明
福
寺
↓
天
野
神
社

↓
清
福
寺
↓
帝
釈
天
社
↓
蟻
通
神
社

（
昼
食
・
紙
芝
居
）
↓
八
丁
畷
地
蔵
↓

塙
団
右
衛
門
の
五
輪
塔
↓
奥
家
住
宅
↓

淡
輪
六
郎
兵
衛
の
宝
篋
印
塔
↓
樫
井
古

戦
場
跡
碑
↓
解
散
（
約
７
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
円

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉
佐

野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４
５

８・３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４
２
７ 

ｅ

メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.z

aq.ne.jp

）
へ

※
催
行
確
認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に

緊
急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・

３
９
０
１
）
へ

■
大
木
の
景
観
を
楽
し
む
お
さ
ん
ぽ
カ

フ
ェ w

ith 

む
て
ん
か
ス
タ
イ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
！ 

＋ 

大
木
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
！

　

１
日
限
定
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
フ
ェ
ｍ

ｉ
ｎ
ｍ
ａ
」
で
、
大
木
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
散
歩
コ
ー
ス
内

に
あ
る
吊
り
橋
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
大
募

集
し
ま
す
。
当
日
、
蓮
華
寺
で
応
募
が

■
あ
つ
ま
れ
☆
さ
の
キ
ッ
ズ
！

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の

お
も
し
ろ
サ
ウ
ン
ド
パ
ー
ク
」

〜
音
の
み
な
も
と
、
し
ぜ
ん
の
音
づ
く

り
体
験
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
！
〜

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
再
現

音
楽
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、

参
加
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
す
。

日
時　

６
月
29
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
20
分
（
開
場
：
１
時
45
分
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

出
演
者　

The M
usic Box

入
場
券　

２
歳
〜
中
学
生
３
０
０
円
、

高
校
生
以
上
４
０
０
円

※
２
歳
未
満
は
無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）

入
場
券
販
売　

５
月
14
日
㈫  

午
前
９
時

以
降
に
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６

９・
７
１
２
０ 

Fax
４
６
９・
７
１
２
１
）、

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１
５
・

０
２
２
２ 

ｅ
メ
ー
ル
：izum

isanooy
ako@

rinku.zaq.ne.jp

）
へ

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場

共
催
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６

９・
７
１
３
２ 

Fax

４
６
９・７
１
３
３
）

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
サ
サ
ユ
リ
の
鑑
賞
会
」

　

ホ
タ
ル
や
サ
サ
ユ
リ
の
特
徴
な
ど
に

つ
い
て
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
の
で
、
鑑
賞
を

し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

①
ヒ
メ
ボ
タ
ル
鑑
賞
会
…
５
月
25
日
㈯ 

午
後
８
時
〜
９
時
30
分（
自
由
に
鑑
賞
）

※
少
雨
の
場
合
、
26
日
㈰
に
順
延
。
両

日
と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

②
サ
サ
ユ
リ
鑑
賞
会
…
６
月
１
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
１
時
〜

※
各
１
時
間
程
度
の
ガ
イ
ド
、
小
雨
決

行
。
荒
天
の
場
合
、
２
日
㈰
に
順
延
。

両
日
と
も
荒
天
の
場
合
は
中
止

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象

①
３
歳
児
以
上
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
で
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
不
可
）

②
ど
な
た
で
も
（
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
中
に

坂
道
や
滑
り
や
す
い
道
あ
り
）

定
員　

①
１
０
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
　

②
各
20
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
15
日
㈬
正
午
ま

で
（
②
は
申
込
不
要
）
に
電
話
で
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
７
・
２
４
９
１ 

毎
週
月
曜
日
、
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
を
除

く 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）
へ

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
歩
き
や
す

い
も
の
で
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
か
ら
も

■
少
年
審
判
制
度
説
明
会

〜
ご
存
知
で
す
か
？　

少
年
審
判
〜

日
時　

５
月
23
日
㈭ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

大
阪
家
庭
裁
判
所
８
階
大
会
議
室

（
地
下
鉄
「
谷
町
４
丁
目
」
駅
２
番
出

口
か
ら
東
へ
１
５
０
ｍ
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈫
以
降
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土・日
曜
日
除
く
）

に
電
話
で
大
阪
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
（
☎
06
・
６
９
４
３・
５
６
９
２
）

へ※
１
回
の
電
話
で
３
人
ま
で
予
約
可 

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

学
術
公
開

開
催
日　

５
月
13
日
、
６
月
10
日
、
７

月
１
日
、
８
月
５
日
、
９
月
９
日
、
10

月
７
日
、
11
月
11
日
、
12
月
９
日
、
来

年
１
月
６
日
、
２
月
10
日
、
３
月
９
日

（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

希
望
日
の
４

週
前
の
月
曜
日
ま
で
に
団
体
名
、
人
数
、

責
任
者
、連
絡
先
を
記
入
し
、ｅ
メ
ー
ル・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
〒
５
９
０・
０
４
９
４

熊
取
町
朝
代
西
２
丁
目 

京
都
大
学
複

合
原
子
力
科
学
研
究
所
総
務
掛
（
☎

４
５
１
・
２
３
０
０ 

Fax
４
５
１
・
２
６
０

０ 

ｅ
メ
ー
ル
：kengaku19@

rri.kyo
t o-u.ac.jp

）
へ

※
当
日
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.rri.kyoto

-u.ac.jp/events/events-cat/sci_
open

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

で
き
ま
す
。
会
場
周
辺
で
は
、
地
元
食

材
に
こ
だ
わ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
」
に
よ
る
吊
り
橋
・
棚
田
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

国
史
跡
日
根
荘
遺
跡

「
蓮
華
寺
」（
大
木
１
１
６
番
地
）

問
合
先　

み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
隊
（
ふ
く
ろ
や 

☎
０
９
０・８
９
８
２・５
５
６
９
）

※
駐
車
場
、
ア
ク
セ
ス
な
ど
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
。

申
込
可
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル
鑑
賞
会
は
写
真

撮
影
禁
止
。
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
飲

み
物
の
自
動
販
売
機
あ
り

福　

祉

健　

康

相　

談

歴　

史

そ
の
他
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（3月受付分）

●10万円…人生道場

傍聴できます
　当日、開催場所にて会議開始
時刻30分前から受付します。
※日時・場所は、変更する場合
がありますのでご注意ください。
【泉佐野市国民健康保険

運営協議会】
日時　5月14日㈫
　　　午後1時30分～
場所　市役所 4階庁議室
議題　平成30年度決算見込など
定員　5人（先着順）
開催担当課　国保年 金課

工業統計調査を実施します
　この調査は、工業の実態を明
らかにすることを目的とした統
計法に基づく報告義務がある重
要な統計です。調査結果は、中
小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されますの
で、回答をお願いします。調査
時点は、6月1日です。
 問合先　政策推進課

5月21日㈫～30日㈭
春の地域安全運動

～みんなで力をあわせて安全・
安心まちづくり～

問合先　泉佐野警察署生活安全課
　　　　（☎464-1234）
※いずれも予定です。中止・変
更などの場合があります。
【ひったくり被害防止カバー

無料取付キャンペーン】
　自転車でお越しの先着100人
に無料取付します。
日時・場所
●5月21日㈫ 午前10時～・
マックスバリュ羽倉崎店 駐輪場
●5月29日㈬ 午前10時～・

アローズ泉佐野店 駐輪場
【ナンバープレート盗難防止ネジ

無料取付キャンペーン】
　自動車でお越しの先着100人
に無料取付します。一部取付不
可の車種もありますので、ご注
意ください。
日時・場所
5月25日㈯ 午前10時～・
ケーヨーデイツー泉佐野松風台店・
オークワ泉佐野松風台店 駐車場 

大阪府 離職者等再就職訓練
受講生募集（8月開講）

【託児付】
【ひとり親家庭の父母優先枠付】
　優先枠申込資格の有無につい
てはハローワークでご確認くだ
さい。優先枠の申込資格が無い
人であっても、一般枠で申込で
きます。
 ①医療・調剤事務科（3ヵ月）
日時　8月1日㈭～10月31日㈭
　　　午前10時～午後4時30分
②パソコン事務+Web科（3ヵ月）
日時　8月1日㈭～10月31日㈭
午前9時40分～午後4時10分

③経理事務科（4ヵ月）

泉佐野食品コンビナート協会　FESTA2019

　お菓子の詰合せがもらえるスタンプラリー（数に限りあり）や
稚魚の放流のほか、協会各社の個別展示やイベントもあります。
日時　6月2日㈰ 午前9時30分～午後3時30分
場所　泉佐野食品コンビナート（住吉町）
後援　泉佐野市
問合先　FESTA2019事務局
　　　　（不二製油㈱内 ☎090-5123-4071）
※参加無料、雨天決行。コンビナート内に無料駐車場あり

日時　8月1日㈭～11月29日㈮
午前9時20分～午後3時50分

※土・日曜日、祝日は休講
場所　①SBキャリアカレッジ梅
田校（大阪市北区梅田1丁目1-3 
大阪駅前第3ビル21階）
②職業訓練のアップなんば校（大
阪市中央区難波2丁目1-2 太陽
生命難波ビル9階）
③職業訓練のアップ梅田校（大
阪市北区梅田1丁目1-3 大阪駅
前第3ビル17階）
選考試験　6月27日㈭・筆記試
験（国語・数学）、個別面接
託児対象年齢（開校日時点）
①6ヵ月～就学前の児童
②③1歳～就学前の児童
申込　5月17日㈮～6月19日㈬に
居住地を管轄するハローワークへ
問合先　大阪府商工労働部雇用
推進室人材育成課（☎06-6210-
9530 http://www.pref.osaka.
lg.jp/nokai/c-kyuusyoku/c30
0-nr31.html）
※受講無料。訓練に必要なテキス
ト代（各１万円）などは自己負担

　スタンプラリーは中央会場（和泉製氷駐車場）で受付
し、スタンプカードを配布します。会場では、たこ焼き
の格安販売、綿菓子無料サービスもあります。
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（仮称）バリュー・リノベーションズ・さの（まちづくり企業）の社長候補などを募集

採用・募集採用・募集

泉佐野市
介護保険運営協議会委員

　介護保険や高齢者福祉について、
事業の進捗状況などを協議・審議し
ていただく委員を募集します。
募集人数　4人
応募資格　昭和54年4月1日以前
に生まれた市内在住・在勤者
※国・地方公共団体の議会の議員、
市職員および市立小・中学校に勤
務する職員は除く
任期　委嘱日から3年間を超えな
い範囲で市が定めた日まで
申込・問合先　5月24日㈮（当日消
印有効）までに「これからの介護保
険に期待すること」をテーマにした
小論文（800字程度、書式自由）に
住所、氏名、生年月日、電話番号を
記入し、〒598-8550 泉佐野市役所 
介護保険課へ
選考・発表　小論文を審査し、6
月中旬に結果を通知します。

泉佐野オリジナル
ちぬうみ創生神楽メンバー
　創生神楽とは、古典作法を基礎
に新たな表現を取り入れた神楽で
す。泉佐野に残る「民話」「伝説」
「神話」などをモチーフにした泉
佐野オリジナル「ちぬうみ創生神
楽」のメンバーを募集します。随
時募集（見学・体験可）していま
す。講師が基礎から丁寧に指導し、
神楽ワークショップや国内外の観
光客を対象に公演などを行う予定
です。
練習日時　第2・4木曜日
午後6時30分～ 8時30分（予定）
※変更する場合あり
場所　りんくうパピリオ星の広場

（りんくうタウン駅ビル内）
内容
●演者（神武東征鉾立之舞、衣通
姫之舞、蟻通神楽など）
●奏者（太鼓・篠笛・鉦など）
●ボランティアスタッフ（ワーク
ショップや公演のお手伝い）
対象　幼児～成人（性別問わず）
※初心者歓迎
申込・問合先　
（一社）泉佐野シティプロモーショ
ン推進協議会（☎477-4428） 
※会費無料

市立小・中学校介助員
採用予定人数　4人程度
業務内容　障害などで配慮を要す
る子どもへの身辺介助など
応募資格　昭和30年4月2日以降
に生まれた人
※満65歳以上の人は契約できません
勤務日　小・中学校の授業がある日
時給　1,008円
採用予定日　随時
申込・問合先　 学校教育課

　将来の社長候補として起業を目指している方などを
泉佐野市の中心市街地（南海「泉佐野」駅周辺）の再
生・活性化などに取り組むまちづくり企業「バリュー・
リノベーションズ・さの」のバリュー・リノベータ―（ス
タッフ）として募集します。

【エリアマネジメント企画担当】
期待される役割・職務内容
●中心市街地の活性化に関する事業の企画立案・実務
●中心市街地の関係者などとの調整・交渉
●中心市街地のプロモーション企画・実務 ほか

【日本SDGｓモデル推進担当】
期待される役割・職務内容
●日本SDGsモデルに向けた働き方改革の企画立案・実務
●中心市街地のブランディングに関する企画立案・実務
●女性などの社会進出に向けたサポート（相談・支援
など）業務 ほか

いずれも
受験資格
●普通運転免許を有し、パソコン（ワード・エクセル）
ができる人
●泉佐野まちづくりサポーターズの事務所へ通勤可
能で、変則勤務（土・日曜日、祝日勤務を含む）が
可能な人
採用人数　各1人
雇用期間　採用日～来年3月31日（更新の可能性あり）
試験日（内容）
第一次選考　書類審査・作文により選考
第二次試験（面接）…5月26日㈰予定（第一次選考
合格者のみ）
採用予定日　6月17日㈪（応相談）
申込・問合先　4月25日㈭～5月17日㈮（土・日曜日、
祝日除く）に（仮称）バリュー・リノベーションズ・
さの設立準備室（まちの活性課内 ☎469-3131）へ
※詳しくは市ホームページ（http://www.city.izu misa
no.lg.jp/kakuka/seikatsu/shoko/menu/oshirase/）
をご覧ください。

泉佐野市少年少女合唱団
～二次募集～

練習日時
●第1・3・5土曜日…

午前9時15分～正午
●第2・4土曜日…

午後1時30分～5時
※HOPクラスは最初の1時間程度
場所　エブノ泉の森ホール、レイ
クアルスタープラザ・カワサキ生
涯学習センター ほか
対象　●HOP（研修）クラス…

　市内在住の小学1・2年生
　　　●STEPクラス…

市内在住の小学3～6年生
見学申込・問合先

生涯学習課（☎469-7132）
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採用・募集採用・募集

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広

告

市 任期付短時間勤務職員
　各職種の業務内容や受験資格な
どについて、詳しくは募集要項を
ご覧ください。
【地域共生推進担当職員】
採用予定人数　2人
【まちの活性化政策担当職員】
採用予定人数　1人
【地籍調査職員】
採用予定人数　1人
【窓口業務担当職員】
採用予定人数　2人
【生産緑地担当職員】
採用予定人数　１人
【家庭児童相談員】
採用予定人数　2人
【事務職】
採用予定人数　５人
いずれも
採用予定日　7月1日㈪
受付期間　5月7日㈫～17日㈮
一次選考　5月中旬（選考結果は全
員に通知）
二次試験　5月26日㈰（一次選考
合格者のみ）
申込・問合先　人事課
※国籍は問いません。募集要項は
人事課で配布、または市ホームペー
ジからダウンロードもできます。

泉佐野市
男女共同参画審議会委員

　男女共同参画の推進についての
重要事項を調査・審議する委員を
募集します。
募集人数　2人
応募資格　男女共同参画のまちづ
くりに関心がある20歳以上の市内
在住・在勤・在学者
※国・地方公共団体の議会の議員、
市職員および市立小・中学校に勤
務する職員は除く
任期　7月1日から2年間
申込・問合先　5月10日㈮～31日
㈮（当日消印有効）に所定の用紙に
必要事項を記入し、「私が一番関心
のある人権課題について」をテー
マにした小論文（800字程度・書
式自由）を添えて、郵送、eメー
ルまたは持参で〒598-8550 泉佐
野市役所人権推進課（eメール：
hitohito@city.izumisano.lg.jp）へ
※申込書は人権推進課、女性センター
にあります。また、ホームページ
（http://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/kyoudou/jinken/）からダ
ウンロードもできます。
選考・発表 　小論文を審査し、6月
中に結果を通知します。

泉佐野市
部落差別撤廃

人権擁護審議会委員
　部落差別をはじめ、あらゆる差
別をなくすための重要事項を調
査・審議する委員を募集します。
募集人数　4人
応募資格　人権問題に関心がある
20歳以上の市内在住・在勤・在学者
※国および地方公共団体の議会の
議員、市職員および市立小・中学
校に勤務する職員は除く
任期　8月1日から2年間
申込・問合先　5月10日㈮～31日
㈮（当日消印有効）に所定の用紙に
必要事項を記入し、「私が一番関心
のある人権課題」をテーマにした
小論文（800字程度・書式自由）を
添えて郵送、eメールまたは持参で
〒598-8550 泉佐野市役所人権推
進課（eメール：jinken@city.izumi
sano.lg.jp）へ
※申込書は人権推進課にあります。
また、ホームページ（http://www.
city.izumisano.lg.jp/kakuka/kyou
dou/jinken/）からダウンロードも
できます。
選考・発表　小論文を審査し、6
月中に結果を通知します。 

泉佐野市
社会福祉協議会 職員
（随時募集）

業務内容　社会福祉協議会業務
（相談支援・事務など）

受験資格　保健師資格および普通
運転免許を有する人
採用予定人数　1人
試験内容　作文・面接
採用予定日　応相談
申込・問合先　土・日曜日、祝日を
除く午前9時～午後5時に泉佐野市
社会福祉協議会（☎464-2259）へ 

市民交流センター
運営審議会委員

　市民交流センター運営の重要事
項を調査・審議する委員を募集し
ます。
募集人数　2人
応募資格　人権問題に関心がある
20歳以上の市内在住・在勤・在学者
※国・地方公共団体の議会の議員、
市職員・本施設の指定管理者（職
員）および市立小・中学校に勤務
する職員は除く
任期　7月1日から2年間
申込・問合先　5月10日㈮～31日

㈮（当日消印有効）に所定の用紙に
必要事項を記入し、「私が一番関心
のある人権課題について」をテーマ
にした小論文（800字程度・書式自
由）を添えて郵送、eメールまたは
持参で〒598-8550泉佐野市役所人
権推進課（eメール： jinken@city.
izumisano.lg.jp）へ
※申込書は人権推進課にあります。
また、ホームページ（http://www.
city.izumisano.lg.jp/kakuka/kyou
dou/jinken/）からダウンロードも
できます。
選考・発表　小論文を審査し、6
月中に結果を通知します。 
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広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

日本臓器移植支援協会より絵本の寄贈
　　　3月27日㈬、臓器移植を必要とする人への支援と啓
発を行っているNPO法人 日本移植支援協会より、命の大
切さをテーマにした絵本「大きな木」が寄贈されました。
寄贈いただいた絵本は、市内の各小・中学校、図書館に配
布されました。

全国タオル筆で描く絵てがみコンクール表彰式
　　　3月23日㈯、「第9回全国タオル筆で描く絵てがみコ
ンクール」がエブノ泉の森レセプションホールで開催され
ました。今年は、昨年より830点多い、2,767点の応募が
あり、どの作品もタオル筆の特筆を生かした表現や温かい
メッセージが添えられていました。

中国の東阿県と友好都市提携調印式
　　　中国山東省聊城市東阿県と本市が友好都市提携に同
意し、3月24日㈰、スターゲイトホテル関西エアポート 4
階 鳳の間において、両県市長による調印式が行われまし
た。民間レベルでの交流が発展し、東阿県と泉佐野市との
友好都市提携に結びつきました。

泉佐野モバイルが寄付
　　　3月26日㈫、本市と官民連携協定を締結している
株式会社泉佐野モバイルから本市に寄付の贈呈がありま
した。また市長からは、代表取締役 服部義和さんに対し、
感謝状を贈呈しました。

泉佐野市消費生活フェア2019が開催
　　　3月17日㈰、イオンモール日根野 1階であいの広場
において、「泉佐野市消費生活フェア2019」が開催されま
した。エシカル消費や悪徳商法についての講演のほか、ダ
イアモンドユカイさんによるライブ＆トーク、さんみゅ～
ライブ、くまモンステージなどで賑わいました。

百人一首の全国大会で市内の小学生が優勝
　　　子ども百人一首のクラブ「泉佐野ブルーウイングス」
に所属する中央小学校の6年生4人が「第一回TOSS五色百
人一首交流全国大会」に出場し、杉山愛依さんが見事全国
優勝という成績を収めたことを、3月15日㈮、市長へ報告
に来てくれました。

オモロいスベり台選手権
 表彰式

　3月27日㈬、「レゴランド®・
ディスカバリーセンター大阪」
のご協力による「オモロいスベ
り台選手権」の表彰式が行われ

ま し た。 ス ペ
シャルゲストに
もご出演いただ
き、入選した市
内の子どもたち
10人が表彰され
ました。

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

ちびっ子イングリッシュコンテストで入賞
　　　市内の小学生、山本智郁さんが3月24日㈰に京都の
KBSホールで開催された「第29回ちびっ子イングリッシュ
コンテスト」の暗唱（自由）部門で入賞したことを、4月
2日㈫に市長に報告に来てくれました。

エブノ泉の森ホールで「だんじり」を展示
　　　市制施行70周年を記念し、エブノ泉の森ホール 1
階エントランスで樫井西町所有の「だんじり」を展示して
います。樫井西町会のご協力により貴重なだんじりをお借
りしたもので、3月28日㈭にはテープカットが行われまし
た。

交通安全コンテストで表彰を報告
　　　交通安全についての実践と作文を応募する、第17
回「みんなの約束・交通ルール！」交通安全コンテストに
おいて、市内の小学生、水野海音さん（前列右）と平島津
慶さん（同左）が表彰を受けたことを、4月3日㈬に市長
へ報告に来てくれました。

泉佐野市少年少女合唱団演奏会が開催
　　　3月30日㈯、エブノ泉の森小ホールにおいて「泉
佐野市少年少女合唱団第42回演奏会」が開催されました。
演奏会では、一年間の集大成としてこれまで練習してきた
合唱が披露され、団員のみなさんのすばらしい歌声が会場
に響いていました。

大井関公園で桜まつりが開催されました
　　　桜の名所であり、大阪みどりの百選に選ばれている
大井関公園では、樫井川のろじ渓谷の周りにソメイヨシノ
が咲き誇り、多くの花見客が訪れていました。提灯や短冊
で装飾され、野点や子ども向けアトラクションなどイベン
トも行われました。

日根野公民館オープニングセレモニーが開催
　　　4月1日㈪、日根野公民館オープニングセレモニー
が開催され、テープカットが行われました。市民プールを
併設し、多目的室や料理室、和室や講座室のほか、蔵書約
5万冊の図書室など、多くの市民のみなさんが快適に利用
していただける施設となっています。

市内の中学生が少年野球全国大会で準優勝
　　　ボーイズリーグ「第49回日本少年野球春季全国大
会」小学生の部で、見事準優勝に輝いた堺南ボーイズの髙
西航輝さんが4月9日㈫に泉佐野市役所へ報告に来てくれ
ました。髙西さんは3月の大会出場時は中央小学校6年生
で、MVPを獲得しました。

市内の中学生が少年野球全国大会に出場
　　　「第27回ヤングリーグ春季大会アシックス旗争奪」
に出場したヤングKIXベースボールクラブ・21の藤廣快斗
さん（日根野中学校2年生）、神藤颯汰さん（佐野中学校2
年生）、野々口樹さん（第三中学校2年生）の3人が、4月
11日㈭に泉佐野市役所へ報告に来てくれました。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　3月分 約3,356ｔ（前年同月比 ――7.787.78％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
3月末日現在3月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,596人○ 市内人口　100,596人（（－78－78人）人）
○○ 男　　　　  48,347人 男　　　　  48,347人（（－69－69人）人）
○○ 女　　　　  52,249人 女　　　　  52,249人（（－9－9人）人）
○○ 世帯数　　  47,000世帯（ 世帯数　　  47,000世帯（+113+113世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【5月の主な放送内容（予定）】
●前半：高度救助隊が発足 ほか
●後半：泉佐野ふるさと町屋館 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

青少年海外研修事業 研修生募集
　本市の国際化を担う人材を育成するため、青少年をオーストラリアへ派遣しています。現
地では英語研修を受けるとともに、ホームステイによる生活体験や学校訪問など現地の人た
ちとの交流を通じて外国の言語や文化を学ぶことができます。ぜひ、参加してください。
派遣先　オーストラリア・クイーンズランド州サン
シャインコースト
期間　7月31日㈬～8月16日㈮（17日間・予定）
募集人数　10人
申込資格（過去、この研修に参加した人を除く）
平成6年4月2日～平成16年4月1日生まれの市内在住
者（今年1月1日以前より本市に住民登録があること）
であり、事前・事後研修、帰国報告会に出席できる人
※詳しくは募集要項をご覧ください。
参加負担金　20万円（渡航研修経費の1/2相当）
申込・問合先　募集要項を請求し、5月10日㈮ま
でに学校教育課へ
※募集要項は学校教育課で配布しています。また、ホー
ムページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka
/kyoiku/gakkokyoiku
/menu/seisyounen/）
からダウンロードもで
きます。

【昨年度参加した研修生のレポートより（抜粋）】
●オーストラリアは自然が豊かで、のんびりした時間が
流れており、もっと長く滞在したいと思えるほど素敵な
場所でした。また、英語で外国の人とコミュニケーショ
ンをとることがとても楽しいと感じたのは、自分でも驚
きでした。この経験を就職活動に生かし、研究職に就き
たいと思います。（23歳）
●この研修でいろんなことを経験させてもらえて、人と
しても成長できたと思います。17日間でしたが、自分
にとって最高の思い出です。この経験を生かして、将来
は英語を使って仕事ができるよう頑張ります。（16歳）
●この研修は、私にとって本当に大きな出来事だったと
感じます。英語も行く前より理解できるようになり、ス
ピーキングも少しは伸びたと思います。また、たくさん
の人と話したことで、考え方の幅も広がったと思います。
これからもこの研修で学んだ多くのことを上手く生かし
て、日々の英語の勉強を一生懸命していこうと思います。
（15歳） 

りんくうタウン歩
ある
き愛

め
です 2019

～音楽を聞きながら歩いて健康になろう！～
　専用歩数計または、アプリを使って自由に
チェックポイントをまわってください。「とって
おきの音楽祭inりんくう大阪」の会場を含む8会
場をゆっくり回遊し、スタンプラリーも楽しんで、抽選で豪華賞
品も当たるお得なイベントです。
開催日　5月26日㈰　
受付時間　午前11時～午後0時30分
ゴール時間　午後1時～ 4時
受付・ゴール場所　りんくう公
園内（海への道　南海・JR「り
んくうタウン」駅すぐ）
参加条件　当日、歩き愛です
専用歩数計（オムロン製高性
能歩数計）またはスマホの「d
ヘルスケア（歩き愛です）」を
受付時間内に提示すること
定員　500人（先着順）
共催　泉佐野市
企画協力　とっておきの音楽
祭inりんくう大阪実行委員会
主催・問合先　（一社）にぎわい
夢創りプロジェクト事務局（☎
461-4351）
※申込不要、雨天決行、荒天中
止

　第２回とっておきの音楽祭 
in りんくう大阪　

　仙台発祥の「とっておきの音楽祭」は、
障害のある人もない人も一緒に音楽を楽
しみ、音楽のチカラで「心のバリアフリー」
を目指す音楽祭です。りんくうタウン駅周
辺の6会場で開催します。歌やダンス、演
奏など、多種多様なジャンルの音楽の祭典
です。
日時　5月26日㈰ 午前10時30分～午後6
時（予定）
場所　りんくうプレミアムアウトレット、
りんくうプレジャータウンシークル、りん
くうパピリオ星の広場、りんくう公園など
（全6会場）
出演　約80団体（予定）
問合先　とっておきの音楽祭inりんくう大
阪実行委員会事務局（☎461-4351 eメー
ル： info@totteoki-rinku-osaka.com）
※観覧無料、雨天決行 

りんくうタウン 春の音楽＆ウォーキングイベント

●「歩き愛です専用歩数計」は、
いずみさのモバイル（市役所内 
土・日曜日、祝除く午前10時～
午後7時）で入手することが出
来ます（1,000円）。
●「ｄヘルスケア（歩き愛です）」
は、事前に各QRコードよりダ
ウンロードすることが必要です。
ダウンロードの通信料がかかる
場合があります。※無料アプリ
（有料利用も可）

▲ドコモの
Android用

▲ドコモ以外
のAndroid用

▲iOS用
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